
        
            
                
            
        

    











〈保護者のみなさまへ〉

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




















































[image: １　入学式と自転車]

　制せい服ふくのリボンを結むすぶと、ちょっとだけ大人おとなになったような気きがした。

　鏡かがみの前まえで何なん度ども振ふり返かえってみる。おかしいところはないかな？

　わたし、工く藤どう穂ほ乃の香かは、今日きょうから京きょう塚づか中ちゅう学がっ校こうの一年ねん生せい。

　真ま新あたらしいブレザーの制せい服ふくは、まだちょっと大おおきい気きがする。

　小しょう学がっ校こうは私し服ふくだったから、制せい服ふくにあこがれていたんだ。

　ピンクのリボンに、グレーのブレザー。シンプルだけどかわいいと思おもう。いざ着きてみると、ちょっと照てれくさいな。

　中ちゅう学がくではどんな出で会あいが待まってるかな？

　不ふ安あんが大おおきいけど、期き待たいも少すこしはある。

　少すこし開あけておいた窓まどから、ふわりと風かぜが入はいり込こんできた。

　春はるの香かおりになんだかそわそわする。

「ほのかー、遅おくれるわよー？」

「はーい！」

　一階かいからお母かあさんの呼よぶ声こえがして、時と計けいを見み上あげた。

　大たい変へん！　もうこんな時じ間かんだ！

　わたしは窓まどを閉しめて、あわてて部へ屋やを飛とび出だした。初しょ日にちから遅ち刻こくなんて、まずいもんね。
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　いそいで朝あさごはんを食たべて、身みじたくを整ととのえなきゃ。

　肩かた下したまでの髪かみをひとつに三みつ編あみにして、左ひだりに流ながした。

　洗せん面めん所じょを出でる前まえに、鏡かがみをのぞき込こんで。うん、前まえ髪がみもバッチリ。

「行いってきまーす！」

　げんかんで念ねんのため、もう一いち度ど手て鏡かがみをチェックして、わたしは家いえを出でた。

　中ちゅう学がっ校こうまでは、歩あるいて二十分ぷんくらい。

　途と中ちゅうの公こう園えんの桜さくらは満まん開かいで、ひらひらと舞まう花はなびらをつい掴つかまえたくなっちゃう。

　……っていけない、いけない。こんなことをしてたら、本ほん当とうに遅ち刻こくしちゃう。

　靴くつ箱ばこの前まえで、小しょう学がっ校こうからの友ともだちの千ち帆ほちゃんと待まち合あわせをしてるから、いそがなきゃ。

　そして角かどを曲まがろうとしたときだった。

「わっ！」

「え？」

　大おお声ごえがして振ふり向むくと、自じ転てん車しゃがつっこんでくるところだった！

　ぶつかる!!

　わたしは思おもわず目めをつぶって、しりもちをついてしまった。

　ぎゅっと力ちからを入いれて身み構がまえるけど、いつまで経たっても衝しょう撃げきはやってこない。

　おそるおそる目めを開あけると、自じ転てん車しゃはわたしのすぐ前まえで止とまっていた。

　もうちょっとでぶつかるところだった……。心しん臓ぞうがバクバクいっている。

「ごめん!!　大だい丈じょう夫ぶ!?」

　その人ひとは自じ転てん車しゃのスタンドを立たてて、あわてて近ちか寄よってくる。

　制せい服ふく姿すがたの男だん子しだった。このブレザーはうちの学がっ校こうかな？　心しん配ぱいそうな目めがわたしに向むけられている。

　目めの前まえにしゃがみこまれて、はっとした。いけない、早はやく返へん事じをしなきゃ！

「大だい丈じょう夫ぶで……いたっ」

　立たち上あがろうとして、左ひだり手ての痛いたみに顔かおをしかめた。

　見みてみると、手てのひらに血ちがにじんでしまっている。手てをついたときにすりむいちゃったんだ……。

「血ちが出でてる！　俺おれ、ばんそうこう持もってるから！」

　その男だん子しはいそいで立たち上あがると、自じ転てん車しゃのかごに入いれていたかばんをあさる。

　同どう級きゅう生せい？　……いや、先せん輩ぱいかな？

　あんまり背せは高たかくなさそうだけど、制せい服ふくが新しん品ぴんって感かんじがしない。

　ふわふわの髪かみは柔やわらかそうで、なんだか柴しば犬いぬみたい。

　わたしはどうしたらいいかわからなくて、立たち上あがることも忘わすれて見みていた。

「あっ、でも先さきに洗あらった方ほうがいいよね」

　振ふり返かえったその人ひとの手てには、ペットボトルの水みずが握にぎられていた。

　わたしの前まえにもう一いち度どしゃがみこんできて、ふたを開あけようとする。そこで彼かれは「あ！」と声こえを上あげた。

「これ新しん品ぴんだから！　まだ飲のんでないから！　きれいなやつだよ」

　新しん品ぴん？　でもそれって、飲のみ水みずじゃないのかな？

　首くびを傾かしげたわたしに、その人ひとはますますあわてた。

　表ひょう情じょうがくるくる変かわる人ひとだなぁ、とつい見みつめてしまってはっとする。

　汚きたないとか思おもってたわけじゃなくて！

「いえっ、そうじゃないんです！　それを使つかっちゃったら、あなたの飲のむ分ぶんがなくなっちゃいませんか……？」

　ためらいなく傷きず口ぐちを洗あらおうとしてるけど、飲のみ水みずを使つかわせちゃうのはなんだか悪わるい気きがする。

「今日きょうは入にゅう学がく式しきの手て伝つだいだけだから、ちょっとくらい減へっちゃっても大だい丈じょう夫ぶだよ。手て、出だして？」

　にっこり笑わらって、空あいてる手てを差さし出だしてくる。

　いいのかな……？

　迷まよったけど、その人ひとはじっと待まっている。

　わたしはそっと手てを出だして、その手ての上うえに乗のせた。
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　冷つめたい水みずが、手てのひらを流ながれ落おちていく。ちょっとしみるけど、がまんだ。

　いまさらだけど、この状じょう況きょうがはずかしくなってきた……。

　初しょ対たい面めんの男だん子しの手てにふれるなんて、いつもの自じ分ぶんじゃ考かんがえられないシチュエーションで、顔かおが熱あつくなってくる……。

　いやいやこれは手て当あてだから！　落おち着つけわたし！

　わたしは動どう揺ようをごまかすように、かばんからティッシュを出だして、洗あらったところを拭ふいていく。

　そういえばこの人ひと、『入にゅう学がく式しきの手て伝つだい』って言いったよね？

　ってことは、やっぱり先せん輩ぱいなんだ。

　先せん輩ぱいはわたしが拭ふき終おわるのを待まって、ばんそうこうを貼はってくれた。

　ばんそうこうを持もってるなんて、マメな人ひとだなぁ。わたしのまわりの男だん子しで、そんな人ひとはいなかった気きがする。

「大だい丈じょう夫ぶ？　立たてる？」

　立たち上あがった先せん輩ぱいは、手てを差さし出だしてきた。しかもケガをしてない右みぎ手ての方ほうに。

　気きづかってくれたのかな、ってなんだかちょっと嬉うれしくなっちゃった。

　その手てを取とると優やさしく引ひっ張ぱってくれて、収おさまりかけた心しん臓ぞうがまたドキドキしだした。

「あ！」

　先せん輩ぱいの突とつ然ぜんの大おお声ごえに、わたしはびくっとなった。

　今こん度どはなに!?

「君きみ、もしかして新しん入にゅう生せい？」

「そう、ですけど……」

「時じ間かん！　大だい丈じょう夫ぶ？」

　わたしはスマホをチェックする。わっ、もうこんな時じ間かん!?

　走はしって間まに合あうかな……。

「うしろ、乗のってく？」

　あわてるわたしに、先せん輩ぱいはそう声こえをかけてきた。

　うしろって、自じ転てん車しゃのうしろのことだよね？

「いやっ、でも……」

「ほら早はやく！　遅おくれそうなんでしょ？」

　先せん輩ぱいは自じ転てん車しゃにまたがって、わたしが乗のるのを待まっている。

　いいのかな……？　手て当あてしてもらっただけじゃなく、送おくってもらうなんて、迷めい惑わくじゃないかな？

　ちょっと迷まよったけど、このままじゃ遅ち刻こくしちゃう。

　わたしは意いを決けっして、先せん輩ぱいのうしろに乗のった。

「しっかりつかまっててね」

　先せん輩ぱいがちらっと振ふり返かえって言いった。

　にこっと笑わらってそう言いったのは、わたしを安あん心しんさせようとしているからみたい。

　さっきからそうだ。ケガの手て当あてをしてくれるし、送おくってくれようとしているし。

　きっと、優やさしい人ひとなんだろうなぁ。

　とまどいながらそっとブレザーをつかむと、先せん輩ぱいはペダルに足あしを乗のせた。

「じゃあ行いくよ！」

　自じ転てん車しゃがぐんっと動うごき出だす。

　こんな風ふうに二人ふたり乗のりするのは初はじめてだ。景け色しきがいきおいよく流ながれていく。

　桜さくらの花はなびらがわたしたちの横よこを流ながれていって、まるで夢ゆめの景け色しきのよう。

　心しん臓ぞうがドキドキいってるのがわかる。

　新あたらしい環かん境きょうで、なにかすてきなことが起おきればいいなと思おもってた。

　だけどこんなドラマチックなことが起おきるなんて、今朝けさ起おきたときには思おもいもしなかった。
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「よし、間まに合あいそうだな」

　中ちゅう学がっ校こうの正せい門もんが見みえてくる。花はなの飾かざられた校こう門もんは華はなやかで、新しん入にゅう生せいらしき生せい徒との姿すがたがまだあって、わたしはほっと息いきをはいた。

　もうついちゃった……。

　いやいや、遅ち刻こくしなくてすんだのはいいんだけど！　なぜか残ざん念ねんだなって思おもっちゃった。

　靴くつ箱ばこの前まえに、千ち帆ほちゃんの姿すがたが見みえた。

「ほのちゃん！」

　千ち帆ほちゃんが大おおきく手てを振ふっている。

　先せん輩ぱいが靴くつ箱ばこの前まえで自じ転てん車しゃを止とめて、わたしは荷に台だいから降おりた。

「心しん配ぱいしたんだよ！　なかなか来こないから……」

「ごめんね。ちょっといろいろあって……」

　前まえ田だ千ち帆ほちゃん。ショートボブがくりっとしてて、かわいい女おんなの子こだ。

　待まち合あわせしていたのに、悪わるいことをしちゃったな……。

　あっ、そういえばまだ先せん輩ぱいにお礼れいを言いってない！

　振ふり返かえるとそこにはもう先せん輩ぱいの姿すがたはなくて、少すこし離はなれたところで腕わん章しょうをつけた男だん子し生せい徒とと話はなしていた。

　どうしよう……。わざわざ割わり込こむのも、なんか悪わるいような……。

「遅おくれた理り由ゆうはあとで聞きくとして、あの先せん輩ぱいが新しん入にゅう生せいの印しるしの花はなを配くばってるんだよ。もらっておいでよ！」

　そう話はなす千ち帆ほちゃんの胸むねポケットには、きれいな造ぞう花かが挿さしてある。

　千ち帆ほちゃんが指ゆび差さしたのは、自じ転てん車しゃの先せん輩ぱいと話はなしている腕わん章しょうの人ひと。腕わん章しょうには『生せい徒と会かい』って書かかれてて、花はなを渡わたす係かかりみたい。

　先せん輩ぱいたちにどう声こえかけよう!?　いそがないと入にゅう学がく式しきが始はじまっちゃうのに！

「ほのちゃん、早はやく早はやく！」

　千ち帆ほちゃんにせかされているうちに、先せん輩ぱいが自じ転てん車しゃを置おいて近ちかづいてきた。

　固かたまってるわたしの前まえに立たつと、笑え顔がおで造ぞう花かを差さし出だしてくる。

「ほのちゃん、入にゅう学がくおめでとう！」

　わたしはびっくりしちゃって、思おもわずそれを受うけ取とっていた。

　なんでわたしの名な前まえを知しってるの？　とか、送おくってもらったお礼れいを言いわなきゃとか、頭あたまの中なかがこんがらがっちゃって、言こと葉ばにできなかったんだ。

　あたふたしてる間あいだに、先せん輩ぱいは「じゃあね」と言いって自じ転てん車しゃに乗のって駐ちゅう輪りん場じょうの方ほうへ行いってしまった。

　結けっ局きょくなにも言いえなかったな……。

「ほのちゃん早はやく！　入にゅう学がく式しき始はじまっちゃうよ！」

「う、うん……」

　ちらりと振ふり返かえったけど、もう先せん輩ぱいの姿すがたは見みえなくなってしまっていた。







[image: ２　部活見学と意外な再会]

　クラス分わけ表ひょうを見みたら、なんと千ち帆ほちゃんと同おなじクラス！

「ほのちゃん、また一年ねん間かんよろしくね」

「うん！　こちらこそ」

　千ち帆ほちゃんと一いっ緒しょで本ほん当とうによかった。

　わたし、千ち帆ほちゃん以い外がいにそこまで仲なかいい子こいないし、知しらない子こばっかりだったらどうしようかと思おもってたから。

　入にゅう学がく式しきが終おわって教きょう室しつへ向むかう途と中ちゅう、さっそく質しつ問もん攻ぜめにあう。

「それで、さっきのはどういうことなのかな～？」

　千ち帆ほちゃんは興きょう味み津しん々しんといった感かんじだ。さっきはろくに説せつ明めいもできなかったもんね。

　わたしは順じゅん番ばんに説せつ明めいした。

「はー。すごいね、その先せん輩ぱい。まるでマンガみたい」

「うん、すごくびっくりしちゃった。でも、おかげでケガの痛いたみもすっかり忘わすれちゃった」

「そこもだけど！　初しょ対たい面めんの子こをうしろに乗のせてくれるなんて、なかなかできることじゃないと思おもわない？」

「ほんとに」

　わたしは今朝けさのできごとを思おもい出だして、また顔かおが熱あつくなってくる。

　さっきは無む我が夢む中ちゅうだったけど、男だん子しのうしろに乗のるなんて、いつもだったらとてもできそうにないことだ。遅ち刻こくしそうだったとはいえ、よく平へい気きだったなぁ。

　先せん輩ぱいの背せ中なか、すごく頼たのもしかった。お父とうさんや同どう級きゅう生せいの男だん子しとはまた違ちがう。状じょう況きょうが状じょう況きょうだっただけに、なんていうか……かっこよかった。

　小しょう学がっ校こうのころと違ちがって、制せい服ふくだからかな？
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「でも、ちゃんとお礼れいを言いえなかったのが気きがかりで……」

「同おなじ学がっ校こうなんだし、いつか言いう機き会かいが来くるよ。私わたしも探さがしてみるし」

「うん、ありがとう」

　いろんな話はなしをしてるうちに、教きょう室しつにたどり着ついた。

　千ち帆ほちゃんとは『く』どうと『ま』えだだから、席せきは離はなれちゃった。だけど、同おなじ教きょう室しつというだけでもよかったかな。

　みんなが席せきについてすぐに、先せん生せいが入はいってきた。

「みなさんはじめまして！　担たん任にんの山やま中なかです。これから一年ねん間かん、よろしくね。さっそくだけど、みんなのことを知しりたいので、自じ己こ紹しょう介かいから始はじめてもらおうかな」

　うぅ、この時じ間かんが来きてしまった……。

　みんなが出しゅっ席せき番ばん号ごう順じゅんに、自じ己こ紹しょう介かいをしていく。

「えっと、工く藤どう穂ほ乃の香かです。美び術じゅつ部ぶに入はいるつもりです。あの、よろしくお願ねがいします……」

　なんとか言いい終おえて、席せきにつく。人ひと前まえで話はなすの、ほんとにニガテだ……。

　まばらな拍はく手しゅがひびいて、うまく話はなせなかったことにちょっと落おち込こんでしまう。もっとうまく話はなせたらいいのになぁ。

　わたしのあとも、自じ己こ紹しょう介かいは続つづいていく。千ち帆ほちゃんの番ばんになった。

「前まえ田だ千ち帆ほです！　京きょう塚づか小しょう出しゅっ身しんで、美び術じゅつ部ぶに入はいろうと思おもっています。好すきなものは、愛あい犬けんのチョコ。ミニチュアダックスフントで、すっごくかわいいんです！　犬いぬ好ずきな人ひとも、そうでない人ひとも、仲なかよくしてくれると嬉うれしいです。一年ねん間かんよろしくお願ねがいします！」

　元げん気きよく話はなす千ち帆ほちゃんに、大おおきな拍はく手しゅがわいた。

　千ち帆ほちゃんはすごいなぁ。人ひと前まえでもあんなに堂どう々どうとしゃべれて。

　小しょう学がっ校こうの文ぶん化か祭さいでも、ステージ上じょうで生いき生いきと白しら雪ゆき姫ひめを演えんじていた。わたしにはとてもまねできないことだ……。

　わたしが一人ひとりで落おち込こんでる間あいだにホームルームは終おわってしまって、下げ校こうの時じ間かんになった。

「ほーのちゃん！　途と中ちゅうまで一いっ緒しょに帰かえろ～」

　千ち帆ほちゃんがわたしの席せきまでやってくる。

　わたしはかばんを持もって立たち上あがった。

「うん、いいよ」

「部ぶ活かつ見けん学がくは明日あしたからだって。早はやく行いきたいのになー」

「ほんとにね」

　廊ろう下かを歩あるく千ち帆ほちゃんは、不ふ満まんそうな顔かおだ。

　わたしはずっと気きになってたことを、聞きいてみることにした。

「あの……千ち帆ほちゃん」

「ん？　なに？　どうしたの？」

「千ち帆ほちゃんは……むりして美び術じゅつ部ぶに入はいらなくてもいいんだよ……？」

　小しょう学がっ校こうを卒そつ業ぎょうする前まえから、千ち帆ほちゃんは「中ちゅう学がくでは一いっ緒しょの部ぶ活かつに入はいろうね」って言いってくれていた。

　ずっと考かんがえていた。わたしが頼たよりないから、千ち帆ほちゃんがいつも合あわせてくれているんじゃないかなって。

　千ち帆ほちゃんがついててくれるのは嬉うれしいけど、むりさせてるならいやだ。

　わたしはうつむいて、返へん事じを待まった。千ち帆ほちゃんからはなんの返へん事じもない。

　そっと視し線せんを上あげると、千ち帆ほちゃんはちょっと怒おこったかのような顔かおでわたしを見みていた。

　すっと手てが伸のびてきて、ぎゅっとほっぺをつままれる。

「ち、ちほひゃん？」

「ほのちゃん、私わたしがいやいや美び術じゅつ部ぶに入はいるように見みえた？」

　わたしはなにも言いえなくなってしまう。そんなの、わたしが一いち番ばんよくわかっている。

「……見みえない」

「そういうこと。私わたしはほのちゃんと一いっ緒しょにいるのが好すきだから」

　早はや口くちで言いって、千ち帆ほちゃんはぷいっと前まえを向むいてしまう。

　わたしはほっぺをさすりながら、千ち帆ほちゃんの背せ中なかを見みつめる。

　これは照てれ隠かくしだ。一いち番ばんの友ともだちだもん。千ち帆ほちゃんのくせはよく知しってる。

　ほんと、千ち帆ほちゃんにはかなわない。いつもわたしの不ふ安あんを吹ふき飛とばしてくれるんだから。

「ほのちゃん早はやくー」

「うん！」

　千ち帆ほちゃんはもういつもの調ちょう子しを取とり戻もどしたようで、遠とおくでわたしを呼よんでいる。

　わたしは大おおきく返へん事じをして、千ち帆ほちゃんのあとを追おった。
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　次つぎの日ひ。校こう舎しゃ案あん内ないと時じ間かん割わりの説せつ明めいを受うけて、放ほう課か後ごは待まちに待まった部ぶ活かつの時じ間かん！

　わたしと千ち帆ほちゃんは、二人ふたりで美び術じゅつ室しつへと向むかう。

　千ち帆ほちゃんが一いっ緒しょとはいえ、やっぱり緊きん張ちょうする。

　怖こわい先せん輩ぱいがいたらどうしよう……。わたしでもやっていけるかな？

「失しつ礼れいしまーす」

　わたしたちはそろって美び術じゅつ室しつに入はいった。

　美び術じゅつ室しつの中なかでは、何なん人にんかの先せん輩ぱいたちがイーゼルに向むかって絵えを描かいていた。

　髪かみの長ながい先せん輩ぱいが立たち上あがって、わたしたちに近ちかづいてくる。

「一年ねん生せい？　見けん学がく希き望ぼうかな？」

「はい！　入にゅう部ぶ希き望ぼうです！」

　背せ中なかまである髪かみはさらさらで、お姉ねえさんって雰ふん囲い気きの先せん輩ぱいだ。

　千ち帆ほちゃんの返へん事じに、先せん輩ぱいはにっこり笑わらう。

「部ぶ長ちょうの三みつ橋はし玲れ奈なです。レナって呼よんでね」

　レナ先せん輩ぱいが他ほかの先せん輩ぱいたちも呼よんで、わたしたちは自じ己こ紹しょう介かいをする。

　先せん輩ぱいたちはみんな、優やさしそうだ。

　レナ先せん輩ぱいは、美び術じゅつ室しつを振ふり返かえる。

「見みてのとおり、好すきに絵えを描かくのがうちの美び術じゅつ部ぶなんだけど、秋あきの文ぶん化か祭さいには一人ひとり一点てんずつ展てん示じすることになってるの」

「他ほかの時じ期きはどうしてるんですか？」

「コンクールに出だす子こもいるよ。興きょう味みある？」

「おもしろそう！」

「む、むり……」

　千ち帆ほちゃんとわたしの声こえが重かさなった。
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　二人ふたりがおどろいたようにこっちを見みてきて、わたしはあわてて口くちを押おさえる。

　だってだって……。絵えを描かくのは好すきだけど、コンクールに出だせるような腕うで前まえじゃないと思おもうし……。

　わたしのあせりに気きづいたようで、レナ先せん輩ぱいはふふっと笑わらう。

「ぜったいってわけじゃないから。出だしたくないなら出ださなくてもいいんだよ」

「そう、なんですか……？」

「うん。文ぶん化か祭さいは出ださないといけないけど、他ほかはみんな好すきに描かいてるよ」

　そうなんだ……。それならよかった。

　ほっと息いきをはいたわたしに、レナ先せん輩ぱいはにっこり笑わらった。
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　仮かり入にゅう部ぶ期き間かんのうちは体たい験けん期き間かんということで、わたしたちは石せっこう像ぞうのデッサンをすることになった。

　美び術じゅつ室しつに、筆ふでや鉛えん筆ぴつの音おとがひびく。ときどき先せん輩ぱいたちから話はなしかけてもらえて、なごやかなムードだ。

「おー、新しん入にゅう生せいがいるー」

　そんな声こえが聞きこえたのは、美び術じゅつ部ぶの雰ふん囲い気きになじんできたころだった。

　顔かおを上あげると、窓まどの外そとから男だん子し生せい徒とがのぞき込こんでいた。

　さらっとした黒くろ髪かみで、背せの高たかそうな人ひとだ。

　窓まどからは体たい育いく館かんが見みえていて、たぶんそこから来きたんだろう。運うん動どう部ぶのユニフォームを着きているし。

　でも、だれだろう……？

「すばる！」

　立たち上あがったのは、レナ先せん輩ぱいだった。窓まどに駆かけ寄よっていく。

「よーレナ。新しん入にゅう生せい来きたんだ。よかったじゃん」

「うん。バスケ部ぶは？」

「いっぱい来きたぜー。今こ年としの一年ねんはやる気きのあるやつばっかでよかったよ」

　レナ先せん輩ぱいとそのすばる先せん輩ぱいは、楽たのしそうにおしゃべりしている。

「すばる！　部ぶ長ちょうがサボるなよー！」

　すばる先せん輩ぱいのうしろから現あらわれた人ひとに、わたしはあっと声こえを上あげそうになった。

　昨日きのうの先せん輩ぱいだ！

「休きゅう憩けい時じ間かんじゃんかー。かたいこと言いうなよー」

「新しん入にゅう部ぶ員いんに示しめしがつかないだろー？」

　自じ転てん車しゃの先せん輩ぱいは、笑わらいながらすばる先せん輩ぱいを小こ突づいた。

　バスケ部ぶだったんだ……。

　自じ転てん車しゃの先せん輩ぱいは、レナ先せん輩ぱいとすばる先せん輩ぱいと三人にんで、親したしそうに話はなし出だした。

　なにを話はなしてるんだろう……？　レナ先せん輩ぱいと仲なかいいのかな？

　わたしは気きになって、デッサンどころじゃない。

「ほのちゃん。あの人ひとって……」

　こっそり千ち帆ほちゃんが話はなしかけてくる。

　千ち帆ほちゃんも覚おぼえていたんだ。わたしが千ち帆ほちゃんにうなずいて、窓まどの方ほうをちらっと見みると、自じ転てん車しゃの先せん輩ぱいと目めが合あってしまった。

　やばい……！

「あ！　昨日きのうの！」

「はいぃぃ!!」

　わたしは思おもわず立たち上あがって叫さけんでいた。千ち帆ほちゃんがびっくりした目めで見み上あげてくるのがわかるけど、それどころじゃない。

　千ち帆ほちゃんだけじゃなく、先せん輩ぱいたちも見みてるんだもん！

「ほのちゃん、だったよね？」

「はっ、はい！」

　ひぇぇ！　名な前まえ呼よばれちゃった！

　自じ転てん車しゃの先せん輩ぱいは、ニコニコしながら手て招まねきしている。

　どっ、どうしよう!?　そうだ、昨日きのうのお礼れいを言いわなきゃ！

　千ち帆ほちゃんが「がんばれ」って目めで見みてくるけど、わたしはパニクりながら窓まど際ぎわへと向むかう。

　先せん輩ぱいはニコニコ見みつめてくる。

「美び術じゅつ部ぶに入はいるんだね」

「なに？　知しり合あい？」

　窓まどの向むこうでは、すばる先せん輩ぱいが首くびを傾かしげている。

　えっとえっと……。そうだお礼れい！　お礼れいをまだ言いってなかった！

「あのっ、ありがとうございました!!」

　わたしはそう叫さけんでいきおいよく頭あたまを下さげた。よーし、言いえた！

　だけど沈ちん黙もくが続つづいて、あれっ？　と思おもってそーっと顔かおを上あげる。

　先せん輩ぱいは目めをぱちぱちさせて、ぽかんとしていた。

「あっ、もしかして昨日きのう送おくったこと？　全ぜん然ぜんいいのに」

「そ、そうです！　あのままじゃ間まに合あいそうになかったから……」

　わー！　わたしのバカ！　いきなり「ありがとう」とか言いわれても、なんのことかわかんないよね……。大だい事じなところをすっとばしちゃってた！

「あぁ、昨日きのうおまえがひいたって子こ？」

「ひいてないよ！　ぶつかりそうにはなったけど……」

「うん、ならほのかちゃんが気きにすることじゃないね」

　すばる先せん輩ぱいとレナ先せん輩ぱいが、示しめし合あわせたようにからかうようなことを言いう。

　あれ？　なんだか話はなしが変へんな方ほう向こうに……。

　自じ転てん車しゃの先せん輩ぱいは、二人ふたりの攻こう撃げきを受うけてあせったようにわたしを見みた。

　そして顔かおの前まえでぱんっと両りょう手てを合あわせる。

「昨日きのうはほんっとーにごめん！　ほのちゃん、ケガの具ぐ合あいはどう？」

「大だい丈じょう夫ぶです……！　あの、わたしもちゃんとまわりを見みてなかったから、そんなに気きにしないでください。えっと、なんで名な前まえ知しってたんですか？」

　昨日きのうから気きになっていた。

　先せん輩ぱいとは違ちがう小しょう学がっ校こうだったと思おもうし、どこかで会あった記き憶おくもない。わたしが忘わすれているだけかな？

　わたしが首くびを傾かしげていると、先せん輩ぱいは意い味みありげにニコーっと笑わらった。

　んん？　どういう意い味みだろう……？

　悩なやんでいたら、すばる先せん輩ぱいがははんと笑わらった。

「どうせ友ともだちが呼よんでるのを聞きいただけ、とかだろ？」

「なんで言いっちゃうんだよー!?」

　そっか。そういえばあのとき、千ち帆ほちゃんに呼よばれてたっけ。なぞが解とけてすっきりした。

　すばる先せん輩ぱいにかみつく先せん輩ぱいは、なんだかやっぱり犬いぬみたい。

　どうどうってなだめられていて、余よ計けいにそう見みえちゃう。

「ふふっ」

　その様よう子すがなんだかおかしくて、わたしは思おもわず笑わらっちゃった。

　先せん輩ぱいがふてくされたように、わたしを見みてくる。

　すねたような顔かおがなんだかかわいい……なんて思おもったら、先せん輩ぱいに失しつ礼れいかな？

　レナ先せん輩ぱいたちからの扱あつかいに慣なれているのか、先せん輩ぱいはすぐにくしゃっとした笑え顔がおに変かわった。

「あらためまして、村むら瀬せ司つかさです。レナとは同おなじクラスなんだ。よろしくね」

「俺おれは岡おか本もと昴すばる。バスケ部ぶキャプテンで、つかさが副ふくキャプテンだよ」

「えっと、工く藤どう穂ほ乃の香かです。よろしくお願ねがいします」

　わたしも自じ己こ紹しょう介かいをして、頭あたまを下さげた。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいは、ずっと笑え顔がおだ。こっちまでつられて笑わらってしまう。

　すばる先せん輩ぱい……じゃなくて岡おか本もと先せん輩ぱいは、なんだか楽たのしそうに村むら瀬せ先せん輩ぱいを眺ながめている。

「いまさらだけど、ほのちゃんって呼よんでもいい？」

「はっ、はい！　もちろんです！」

　村むら瀬せ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、あわてて返へん事じをした。

　年とし上うえの、しかも男だん子しにそんな風ふうに呼よばれるなんて初はじめてだ。先せん輩ぱいにそう呼よばれると、なんだかドキドキしてしまう。
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「やけにグイグイいくな、つかさ」

「うちの新しん入にゅう部ぶ員いんに手て出ださないでよー？」

「なんでそんな話はなしになるんだよ！」

　先せん輩ぱいたちはよくわからないやり取とりをしている。楽たのしそうだからいいか。

　ちゃんとお礼れいを言いえてよかった。わたしは胸むねのつかえが取とれたようで、中ちゅう学がく生せい活かつのいいスタートが切きれたような気きがしていた。
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　仮かり入にゅう部ぶ期き間かんということで、わたしたちは早はやく帰かえることになった。

　靴くつ箱ばこを出でたところで、千ち帆ほちゃんがくるりと振ふり返かえる。

「ねぇ、体たい育いく館かんのぞいて帰かえらない？」

「体たい育いく館かん？」

　まだ部ぶ活かつのやってる時じ間かんだ。体たい育いく館かんと聞きいて、村むら瀬せ先せん輩ぱいたちの顔かおが頭あたまに浮うかんだ。

　千ち帆ほちゃんは楽たのしそうに続つづける。

「ちょっとバスケ部ぶ見みていこうよ。さっきの先せん輩ぱいがまだいるだろうし」

「いいけど……」

「きーまり！」

　と千ち帆ほちゃんはわたしの手てを取とる。

　わたしは千ち帆ほちゃんに引ひきずられるように、体たい育いく館かんへと向むかった。




　体たい育いく館かんからは、ボールをつく音おとが聞きこえていた。

　わたしたちは、入いり口ぐちからそっとのぞいてみる。

「リバウンド！」

　バッシュの音おとがキュッと鳴なって、ユニフォーム姿すがたの生せい徒とたちが駆かけ抜ぬけていく。

　ゼッケンをつけた人ひととつけてない人ひとがいて、バスケ部ぶがミニ試じ合あいをしてるところみたい。

　コートの中なかには村むら瀬せ先せん輩ぱいもいた。

　その表ひょう情じょうにドキッとする。

　さっき美び術じゅつ室しつで話はなしたときはニコニコ笑え顔がおで、どっちかっていうとかわいいイメージだった。

　だけどいまは真しん剣けんそのもので、きりっとした目めでボールを追おいかけている。

　なんていうか……かっこいい。


[image: ]



「すばる！」

　先せん輩ぱいの声こえが上あがる。

　岡おか本もと先せん輩ぱいが気きづいたときにはもう、村むら瀬せ先せん輩ぱいの手てからボールは離はなれていた。

　軽かるく放はなったように見みえたのに、弾だん丸がんのようなパスが飛とんでいく。

　そしてそれは、岡おか本もと先せん輩ぱいの手ての中なかにばしっと収おさまった。

「わぁ……」

　岡おか本もと先せん輩ぱいはドリブルしながら走はしる。ゴールの手て前まえまで行いくと、軽かるくジャンプしてシュートを放はなった。

　放ほう物ぶつ線せんを描えがいたボールは、きれいにゴールに入はいっていった。

「ナイッシュー！」

　二人ふたりは笑え顔がおでハイタッチを交かわす。
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　嬉うれしそうにくしゃっと笑わらった顔かおに、胸むねがきゅっとなった。

「岡おか本もと先せん輩ぱいすごいね！　きれいにシュート決きめちゃった！」

　興こう奮ふんぎみに、千ち帆ほちゃんが肩かたを軽かるく叩たたいてくる。

「う、うん」

　あわてて返へん事じをしたけど、わたしはなぜか村むら瀬せ先せん輩ぱいから目めを離はなせなかった。

　バスケのことはあんまり詳くわしくないけど、あんなにするどいパスを出だせるものなんだなぁ……。

　気きづくとコートの中なかでは、別べつの部ぶ員いんが走はしり回まわっている。先せん輩ぱいはすみの方ほうから、部ぶ員いんたちに指し示じを出だしていた。

　ハイタッチを交かわしたときとは打うって変かわって、真しん剣けんな表ひょう情じょう。本ほん気きで取とり組くんでるんだなって伝つたわってくる。

　バスケ、好すきなんだなぁ。

　先せん輩ぱいの指し示じに、なにかおかしなことを言いったのか、部ぶ員いんたちから笑わらいが起おきる。

　それをたしなめながらも、最さい後ごには先せん輩ぱいも一いっ緒しょに笑わらっていた。
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「みんな！　パネルのこと決きめるよ！」

　入にゅう部ぶ届とどけを出だして、正せい式しきな美び術じゅつ部ぶ員いんになったある日ひ。レナ先せん輩ぱいが美び術じゅつ室しつに入はいってくるなりそう言いった。

「パネル、ですか？」

　わたしと千ち帆ほちゃんの声こえが重かさなる。

　レナ先せん輩ぱいはうなずいて、わたしたちのところへとやってきた。

「もうすぐ体たい育いく祭さいでしょ？　美び術じゅつ部ぶは毎まい年とし、パネル係がかりをすることになってるんだよね」

「パネル係がかりってなんですか？」

「応おう援えん席せきのうしろにかざる、大おおきな絵えのことだよ。団だんのシンボルと、人にん気きの芸げい能のう人じんやアニメの絵えと、それから団だん長ちょうの絵えの三枚まいを描かくことになってるんだ」

　レナ先せん輩ぱいは、両りょう手てを広ひろげながら話はなす。

　そんなに大おおきな絵えなんだ！　楽たのしそう！

　となりに座すわる千ち帆ほちゃんの目めも、きらきらかがやいている。

「ほのかちゃんと千ち帆ほちゃんは、一組くみだったよね？　じゃあ同おなじ団だんだ」

　わたしたちのクラスは赤あか団だん。

　レナ先せん輩ぱいと村むら瀬せ先せん輩ぱいは同おなじクラスだから、村むら瀬せ先せん輩ぱいも同おなじ団だんなんだ。

「団だん長ちょうさんの絵えも描かくんですね。団だん長ちょうさんってだれなんですか？」

「すばる……って覚おぼえてるかな？　バスケ部ぶの部ぶ長ちょうの」

「この前まえ来きてた人ひとですね」

「そうそう。それから副ふく団だん長ちょうがつかさ。ほのかちゃんをケガさせた」

「そ、そんな大おおきなケガじゃなかったんで……」

　いたずらっぽく笑わらうレナ先せん輩ぱいにつられて、わたしも笑わらってしまった。

　先せん輩ぱいの応おう援えん団だん姿すがた、どんな風ふうなのかなぁ。

「応おう援えん団だんって学がくランかな？　きっとかっこいいだろうね」

　千ち帆ほちゃんがこそっと耳みみ打うちしてくる。

　学がくランにハチマキを巻まいた姿すがたを想そう像ぞうしてみると、なんだかちょっとドキドキする。

「う、うん」

　にっこり笑わらう千ち帆ほちゃんにつられて、わたしもふふっと笑わらった。

「優ゆう勝しょうめざしてがんばろうね！」

「そうだね！」

　ガッツポーズをきめる千ち帆ほちゃんに元げん気きよく返へん事じをしたけど、不ふ安あんが胸むねをよぎる。

　初はじめての学がっ校こう行ぎょう事じに、クラスのみんなもわくわくしている。特とくに運うん動どう部ぶの子こたちの気き合あいの入はいりようはすごくて、みんなもそれにつられている感かんじだ。

　だけど……。

　千ち帆ほちゃんが「あっ」と声こえを上あげた。

「明日あしたのホームルームで、出しゅつ場じょう種しゅ目もく決ぎめするって先せん生せい言いってたけど、ほのちゃん大だい丈じょう夫ぶ……？」

「な、なるべく走はしらないものを……」

　実じつはわたし、運うん動どうニガテなんだよね……。

　50ｍメートル走そうとか10秒びょう台だいだし、徒と競きょう走そうなんかになっちゃったら大たい変へんだ。

「うーん、なら借かり物もの競きょう走そうとかかなぁ？」

　それならまだやれそうな気きがするけど……。

　でも、それもちょっとは走はしらないといけないんだよね？　走はしる練れん習しゅうしておかないと……。

　それでもパネル係がかりで大おおきな絵えを描かくっていうのは、わくわくする。

「来らい週しゅうから部ぶ活かつはお休やすみで、パネルの準じゅん備びをしなきゃいけないからよろしくね」

「はーい！」

　初はじめての学がっ校こう行ぎょう事じ。ちょっとゆううつだったけど、楽たのしみになってきた！
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　楽たのしみではあったんだけど……。

「すっごい女じょ子し！」

　教きょう室しつの中なかの女じょ子したちを見みて、千ち帆ほちゃんが声こえを上あげた。




　パネル係がかりの顔かお合あわせの日ひ。

　美び術じゅつ部ぶ員いんだけじゃ人ひと手でが足たりないから、各かくクラスから手て伝つだいをつのることになっていた。

　今日きょうはわたしたちの活かつ動どう場ば所しょである、第だい三校こう舎しゃの空あき教きょう室しつに集あつまってもらったんだけど……。

「うーん、今こ年としも多おおいね！」

「あ、レナ先せん輩ぱい」

　いつの間まにかレナ先せん輩ぱいがとなりに立たっていて、教きょう室しつの中なかの女じょ子したちを見み回まわした。

　パネル係がかりをやろうとやってきた女じょ子したち。予よ想そう以い上じょうに人にん数ずうが集あつまっていたのだ。

「『今こ年としも』ってことは、毎まい年としこんな感かんじなんですか？」

　千ち帆ほちゃんがたずねると、レナ先せん輩ぱいは苦にが笑わらいしていた。

「応おう援えん団だんはかっこよく見みえるからねぇ。たすき狙ねらいの子こが毎まい年とし多おおいんだよ」

「たすき？」

　わたしと千ち帆ほちゃんは、そろって首くびを傾かしげた。

　たすきって応おう援えん団だんの人ひとが背せ中なかに巻まくあれだよね。たすき狙ねらいってどういうことだろう？

「あっ、もしかしてたすきって、体たい育いく祭さいが終おわったあとにもらえるんですか？」

　千ち帆ほちゃんが聞きくと、レナ先せん輩ぱいは笑わらいながら手てを振ふる。

「違ちがう違ちがう。パネル係がかりはね、応おう援えん団だんのたすきを結むすぶ係かかりでもあるんだ。だから毎まい年とし人にん気きなんだよねー」

「そうなんですか～」

　ということは、村むら瀬せ先せん輩ぱいのたすきも、この中なかのだれかが結むすぶってことなんだ。

「も～レナってば、一年ねん生せいに妙みょうなこと吹ふき込こまないでよ～」

「あはは、ごめんごめん。みんなが優ゆう勝しょうにかけてるってことは、ちゃーんと知しってるよ」

　話はなしかけてきた先せん輩ぱいに、レナ先せん輩ぱいは当とう然ぜんというように答こたえた。

　先せん輩ぱいたちは、くすくす笑わらう。

「ま、たすきの係かかりはそのうち決きめるとして、まずはパネルを完かん成せいさせなきゃね！」

　レナ先せん輩ぱいはそう言いって、みんなの前まえに立たつ。

「みんな、集あつまってくれてありがとう！　赤あか団だんのパネルリーダーの三みつ橋はし玲れ奈なです。体たい育いく祭さいまでの間あいだ、よろしくお願ねがいします！」

　集あつまった女じょ子したちの間あいだから、拍はく手しゅがわく。

　それから自じ己こ紹しょう介かいが始はじまった。

　集あつまった女じょ子しは二・三年ねん生せいが多おおくて、一年ねん生せいはわたしと千ち帆ほちゃんをふくめて数すう人にんだけだ。

「えっと……工く藤どう穂ほ乃の香かです。美び術じゅつ部ぶの一年ねんです。初はじめてでわからないところもあるけど、がんばりますのでよろしくお願ねがいします」

　大おおきな拍はく手しゅがひびいた。クラスでの自じ己こ紹しょう介かいではうまく話はなせなかったから、ほっとした。

　よーし、がんばるぞー！
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　下した書がきは先せん輩ぱいたちで終おわらせていて、わたしたちは色いろぬりを担たん当とうすることになった。

　教きょう室しつの床ゆかいっぱいに広ひろげられた紙かみを前まえに、わくわくしてくる。

「けっこう大おおきいんですね」

「これがかざられてるとこを見みたら、感かん動どうすると思おもうよ～。ほのかちゃん、がんばろうね」

「はい！」

　わたしは筆ふでを取とって、レナ先せん輩ぱいの指し示じにしたがって色いろをぬっていく。

　うーんとうなりながら筆ふでを動うごかすわたしに、千ち帆ほちゃんが話はなしかけてくる。

「大おおきい絵えって、なんかちょっとむずかしいね」

「うん。全ぜん体たい像ぞうを掴つかむのがむずかしいっていうか……」

　わたしはひざ立だちになって、パネルを見み渡わたしてみる。

　いま描かいてるのは、赤あか団だんのシンボル。朱雀すざくという中ちゅう国ごくの伝でん説せつの鳥とりだ。

　これまでは、スケッチブックくらいの大おおきさの絵えしか描かいたことがなかった。こんなに大おおきいと、バランスがわからなくなってくる……。

「高たかいとこに掲かかげるからね。大おおげさくらいにぬって大だい丈じょう夫ぶだよ」

　うしろを通とおりかかったレナ先せん輩ぱいが、声こえをかけてきた。

「思おもいっきりいっても、大だい丈じょう夫ぶですか？」

「うん、ガッツリいっちゃって。力ちから強づよく見みえるように！」

　レナ先せん輩ぱいは、親おや指ゆびを立たててくる。

　わたしは筆ふでを握にぎり直なおした。

　力ちから強づよく！

　念ねんじながら、赤あかい色いろをぬり重かさねていく。
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　下げ校こう時じ間かんが近ちかづいてきて、みんなで片かたづけを始はじめた。

　千ち帆ほちゃんと一いっ緒しょに、廊ろう下かの水すい道どうに筆ふでを洗あらいに行いく。

「お、パネル係がかりももう終おわりー？」

　筆ふでを洗あらっていると、そんな声こえが聞きこえてきた。

　振ふり返かえると、教きょう室しつの前まえを岡おか本もと先せん輩ぱいが通とおりかかるところだった。

　他ほかに何なん人にんかの男だん子しも一いっ緒しょだ。

　ちょうど出でてくるところだったレナ先せん輩ぱいと、はちあわせたみたい。

「あ、すばる。そっちも終おわり？」

「うん。終おわったなら一いっ緒しょに帰かえろうぜー」

　一いっ緒しょにいるのは、応おう援えん団だんの人ひとたちのようで、「おつかれー」と言いいながら岡おか本もと先せん輩ぱい以い外がいは帰かえっていく。

　筆ふで洗あらいを終おわらせようと、水すい道どうに向むき直なおったときだった。

「おー、こっちも順じゅん調ちょうじゃん」

　遅おくれて聞きこえてきた声こえに、ぴくりと耳みみが反はん応のうした。

　ちらりと先せん輩ぱいたちの方ほうを見みると、村むら瀬せ先せん輩ぱいがいた。

　先せん輩ぱいは教きょう室しつの中なかをのぞき込こんでいる。

「いい感かんじだよー。すばるもイケメンに描かいてあげるから」

「元もとがいいからなー。どう描かいてもイケメンになるだろ」

　きりっとした表ひょう情じょうで、かっこつける岡おか本もと先せん輩ぱい。

　クールな印いん象しょうだったけど、しゃべるとおもしろい人ひとだ。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいがため息いきをついた。

「頼たのむから、団だん員いんの前まえではそんなアホ面づらすんなよ？」

「なんだとー？　そんなナマイキなことを言いう副ふく団だん長ちょうは、こうだ！」

「うわやめろ！」

　岡おか本もと先せん輩ぱいは、村むら瀬せ先せん輩ぱいの頭あたまをぐしゃぐしゃにしてしまう。

　仲なか良よしだなぁ。わたしはこっそり笑わらってしまった。

　そんな二人ふたりに、レナ先せん輩ぱいはおかしそうに笑わらっている。

「先せん輩ぱいたち、仲なかいいよね」

　千ち帆ほちゃんが耳みみ打うちしてきた。

「ほんとに」

「レナ先せん輩ぱい、どっちかのたすき結むすぶのかな？」

　村むら瀬せ先せん輩ぱいのたすき……。

　わたしは先せん輩ぱいたちを振ふり返かえった。

　二人ふたりに頭あたまをぐしゃぐしゃされて、村むら瀬せ先せん輩ぱいの頭あたまは大たい変へんなことになってしまっている。

　レナ先せん輩ぱいのその顔かおはなんだか楽たのしそうで、村むら瀬せ先せん輩ぱいもあきれながらも、まんざらでもなさそうだ。

　もしかして、レナ先せん輩ぱいは村むら瀬せ先せん輩ぱいのたすきを結むすぶのかな……？

　そう考かんがえたら、なんだか胸むねの奥おくがもやっとした気きがした。
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　シンボルの朱雀すざくは、大おおきく羽はねを広ひろげて炎ほのおをまとっているところが描えがかれている。

「このシンボルが一枚まい目めになって、ひもを引ひいて取とれるようにしとくの。そして、二枚まい目めが出でてくる、と」

　レナ先せん輩ぱいは、床ゆかに置おかれたパネルをめくりながら言いった。

　放ほう課か後ごの空あき教きょう室しつでは、着ちゃく々ちゃくとパネルの準じゅん備びが進すすめられていた。

　二枚まい目めまではほぼ完かん成せいして、あとはしかけと三枚まい目めのしあげを残のこすばかりだ。

「さて！　じゃあしかけを確かく認にんしよっか！」

　今日きょうは二枚まい目めのパネルの確かく認にんをする日ひだった。みんなでパネルを校こう舎しゃ裏うらへと運はこんで、板いたに留とめる。

　立たったパネルに、わたしは息いきをのんだ。

「うわぁ……」

　二枚まい目めのパネルは、アニメのイラストだ。夕ゆう焼やけ空ぞらを背はい景けいに、男おとこの子こと女おんなの子こが背せ中なか合あわせに立たっている。

　実じっ際さいに立たててみると、迫はく力りょくがすごい。まるで夕ゆう日ひが本ほん当とうにそこにあるかのようで、こんなにきれいに描かけてるなんて……と感かん動どうしちゃった。

「しっかり立たてれた？　じゃあ行いくよー！」

　このパネルは、ひもを引ひくと一いっ瞬しゅんで絵え柄がらが変かわるようになっている。それがうまくいくか確たしかめるために、今日きょうはここまで持もってきたというわけだ。

　先せん輩ぱいたちがひもを握にぎった。

　わたしたちはわくわくしながら、ひもが引ひかれるのを待まつ。

「せーの！」

　そしてひもが引ひかれた。




　ビリッ!!




　いやな音おとがした。

「あっ……」

　みんなの緊きん迫ぱくした声こえが重かさなる。

　しかけを留とめていたひもの、上うえの方ほう。そこが大おおきく破やぶれてしまっていた。

「うそ……」

「ひもをきつく結むすびすぎたのかな」

　先せん輩ぱいたちが深しん刻こくそうな声こえで話はなしている。

　パネルはひもを留とめていたところから、女おんなの子この顔かおにかけて破やぶれていた。

　これ、ちゃんと直なおせるのかな……？　せっかくきれいにできてたのに……。

　パネル係がかりのみんなは、不ふ安あんそうな顔かおでざわざわしてる。

　このままここで話はなしていてもしかたがない、とパネルを教きょう室しつに戻もどすことになった。

「絵えの具ぐも足たりないし、ちょっと先せん生せいと相そう談だんしないと進すすめられないかな……。今日きょうのところは解かい散さんしよう」

　レナ先せん輩ぱいが沈しずんだ表ひょう情じょうで言いう。

　しかけを考かんがえたのは、レナ先せん輩ぱいだって聞きいた。

　先せん輩ぱい、大だい丈じょう夫ぶかな……。




　これからどうなるんだろう。

　帰かえり道みちは不ふ安あんでいっぱいだった。

　千ち帆ほちゃんと校こう門もんで別わかれてから、一人ひとりになると余よ計けいに不ふ安あんになる。

　明日あしたから描かき直なおして間まに合あうのかな？　落おち込こんでたレナ先せん輩ぱいも心しん配ぱいだし……。

「あれ？　ほのちゃん？」

　声こえをかけられたのは、うつむいて歩あるいていたときだった。

　この声こえは……！

　振ふり返かえると、自じ転てん車しゃに乗のった村むら瀬せ先せん輩ぱいがいた。

　先せん輩ぱいはわたしのとなりまで来くると、自じ転てん車しゃを降おりる。

「いま帰かえり？」

「はい。先せん輩ぱいも練れん習しゅう終おわったんですね」

　応おう援えん団だんの練れん習しゅうもわたしたちと同おなじくらいに終おわっていたようで、先せん輩ぱいはうなずいた。

　先せん輩ぱいの顔かおが、「あれ？」となる。

「なにかあった？」

「え？　どうして……」

　そんなに暗くらい表ひょう情じょうをしていたかな？　いけない、心しん配ぱいかけちゃったかも。

　話はなしてもいいのかな。不ふ安あんな心こころを、だれかに聞きいてほしい気き持もちもあった。

「実じつは……」

　わたしは今日きょうのできごとを話はなした。

　先せん輩ぱいはわたしのつたない話はなしを、うなずきながら聞きいてくれる。

「そっか。大たい変へんだったね」

「とりあえずは明日あしたってことになったけど、レナ先せん輩ぱいの気き持もちを思おもうと心しん配ぱいで……」

「そうだよね……。帰かえったらメッセージ送おくってみるよ」

「……！　ありがとうございます！」

　メッセージかぁ。連れん絡らく先さきを聞きいておけば、その手てがあったんだ。

　明日あした、レナ先せん輩ぱいに聞きいてみようかな。

　先せん輩ぱいが、わたしの顔かおをのぞき込こんできた。

「俺おれに、なにか手て伝つだえることはないかな？」
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　その言こと葉ばに、わたしは目めをぱちぱちさせた。

　先せん輩ぱいはくしゃっと笑わらっていて、なんだか心こころがあったかくなってくる。

「同おなじ団だんじゃん。手て伝つだえることがあるなら、手て伝つだわせてよ」

「でも、応おう援えん団だんの練れん習しゅうは……」

　先せん輩ぱいは口くち元もとに手てを当あてて、うーんとうなった。

「すばるに相そう談だんしてからかな。でも、できれば力ちからになりたいから」

　その言こと葉ばに、ドキッとした。

　先せん輩ぱいが言いっているのは、団だんの力ちからになりたいってことだ。

　それがなぜか、こんなにも嬉うれしく思おもってしまう。

　さっきまでの不ふ安あんは、どこかに吹ふき飛とんでしまっていた。
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　次つぎの日ひ。わたしたちパネル係がかりは、いつもの空あき教きょう室しつに集あつまっていた。

「先せん生せいに聞きいたら、紙かみと絵えの具ぐはまた新あたらしく買かっていいって。やぶけた部ぶ分ぶんを切きり取とって、もう一いち度ど描かき直なおそう。時じ間かんがないけど、みんな、がんばろうね！」

　レナ先せん輩ぱいがみんなの前まえに立たって声こえを上あげる。

　昨日きのう、村むら瀬せ先せん輩ぱいがはげましてくれたのかな？　レナ先せん輩ぱいが元げん気きになってよかった。

　へこんでいてもしかたないよね。できることからやっていかないと！

「おー、士し気きは下さがってないじゃん？」

　みんなの視し線せんが入いり口ぐちに集しゅう中ちゅうする。

　そこには応おう援えん団だんの人ひとたちが立たっていた。

「すばる！　来きてくれたんだ……」

「レナからパネル係がかりのピンチだって聞きいてさ。同おなじ赤あか団だんじゃん。なにか手て伝つだえないかなーって」

　岡おか本もと先せん輩ぱいはにっと笑わらっている。

　パネル係がかりのみんなが、口くち々ぐちに「ありがとう！」と言いって応おう援えん団だんの人ひとたちを迎むかえ入いれる。

「まずは買かい出だし？　荷に物もつ持もちならまかせろ！」

「色いろぬりはていねいにやれよー？」

　教きょう室しつの中なかが、一いっ気きに活かっ気きづいた。

　こんなに頼たのもしい援えん軍ぐんはいない。ぜったい大だい丈じょう夫ぶだって気きがしてきた！

　ふと顔かおを向むけると、村むら瀬せ先せん輩ぱいと目めが合あった。

　きっと先せん輩ぱいが話はなしをつけてくれたんだよね。

　大だい丈じょう夫ぶだよと笑わらう瞳ひとみに、わたしは胸むねがあったかくなっていた。
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「おっし！　なかなかいいんじゃないの？」

　パネルを見み下おろして、声こえを上あげる岡おか本もと先せん輩ぱい。その視し線せんの先さきには、完かん成せいした二枚まい目めのパネルがあった。

　応おう援えん団だんの人ひとたちのおかげで、パネルの修しゅう復ふくはあっという間まに終おわった。

「ほんっとーにありがとう！　助たすかった！」

「いいってことよ、レナ。それよりもさ」

　岡おか本もと先せん輩ぱいはそこで言こと葉ばを切きって、応おう援えん団だんの人ひとたちを振ふり返かえる。

　うなずき合あう応おう援えん団だんの人ひとたちに、わたしたちパネル係がかりは首くびを傾かしげた。




「朱雀すざく連れん合ごうー!!」

　やってきたのは、グラウンド。

　岡おか本もと先せん輩ぱいの言いうことには、演えん舞ぶを見みてほしいんだって。リハーサルって言いってた。

「でもさ、ちょっとラッキーだよね。みんなより先さきに演えん舞ぶ見みれるなんて」

「ほんとほんと」

　先せん輩ぱいたちがこっそり話はなしている。

　本ほん番ばんは、グラウンドのうしろの応おう援えん席せきから見みることになるらしい。こうして正しょう面めんから見みられるのは、今日きょうだけだ。

「はっ！」

　かけ声ごえも息いきぴったり。格かっ好こうこそ体たい操そう服ふくだけど、じゅうぶんかっこいい。

　これが学がくランになったら、かっこよさの威い力りょくが強つよそうだ……。




　ダダン!!




　太たい鼓こがひときわ大おおきく鳴なって、演えん舞ぶが終おわる。

　応おう援えん団だんの一いっ糸し乱みだれぬ演えん舞ぶに、わたしたちは大おおきな拍はく手しゅを送おくった。
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　ゴールデンウィークに入はいった。

　パネル係がかりの活かつ動どうはゴールデンウィーク中ちゅうもあるんだけど、せっかくの連れん休きゅうだからってことで、今日きょうはお休やすみ。

　千ち帆ほちゃんとおでかけする約やく束そくをしてるんだ。

　今日きょうは千ち帆ほちゃんの誕たん生じょう日びだから、プレゼントも買かう予よ定てい！




　ゴールデンウィークのショッピングモールは、思おもったよりもこみ合あっていた。

　わたしたちははぐれないように気きをつけながら、お店みせを見みて回まわる。

「あ、これかわいい」

　アクセサリー屋やさんでそう言いって千ち帆ほちゃんが手てに取とったのは、ブレスレットだった。いろんな種しゅ類るいの青あおい石いしがちりばめられていて、すごくきれい。

「うん、これならおこづかいで買かえそう」

「ほんと？　じゃあこれがいいな！」

　わたしはお会かい計けいをすませて、包ほう装そうしてもらった。

　そのあとも服ふく屋やさんや本ほん屋やさんを見みて回まわったわたしたちは、ハンバーガー屋やさんで休きゅう憩けいすることにした。

　注ちゅう文もんしたものを受うけ取とって、空あいていた席せきに座すわる。

「ほのちゃん、それおいしい？」

「うん、おいしいよ。一ひと口くちいる？」

「わーいありがとう！　私わたしのもあげるー」

　わたしたちは新しん商しょう品ひんのドリンクを交こう換かんする。

「あ、さっぱりしててこれもおいしいね」

「でしょ？　でもほのちゃんのもおいしい！　今こん度ど来きたときはこっちにしてみよっと」

　千ち帆ほちゃんは、さっそくブレスレットをつけてくれていた。お店みせの照しょう明めいが当あたって、青あおいビーズがきらりと光ひかる。

「これ、ありがとね。ほのちゃんの誕たん生じょう日びもプレゼントをなんにするか、考かんがえておいてね」

「うん、ありがとう！」

　手て首くびを掲かかげて笑わらう千ち帆ほちゃんに、わたしも笑え顔がおで返かえした。

　そうだ、渡わたすならいまがいいかもしれない。わたしはかばんを開あける。

「これもよかったら……。誕たん生じょう日びおめでとう」

　千ち帆ほちゃんを驚おどろかせようと思おもって、昨日きのう作つくったクッキー。レース柄がらの透とう明めいな袋ふくろに入いれて、青あおいリボンで留とめた。

　うまくできてよかった。一いっ発ぱつ勝しょう負ぶだったから、ちょっと不ふ安あんだったんだよね。

「ほのちゃんの手て作づくり!?　うわー嬉うれしい！　ありがとう！」

　千ち帆ほちゃんも喜よろこんでくれて、サプライズ大だい成せい功こうだ。がんばって作つくってよかったな。


[image: ]



　大だい事じそうにかばんに入いれてくれて、なんだかそれが嬉うれしくなってしまう。

　千ち帆ほちゃんはカップを片かた手てに、イスにもたれかかった。

「それにしても、応おう援えん団だんの先せん輩ぱいたち人にん気きだよねぇ。うちのクラスでも、団だん長ちょうにキャーキャー言いってる子こ多おおいし」

　応おう援えん団だんは、二年ねん生せいと三年ねん生せいで構こう成せいされている。どの先せん輩ぱいもかっこいいと人にん気きだけど、岡おか本もと先せん輩ぱいは団だん長ちょうとあって特とくに人にん気きだ。

「もしかして、千ち帆ほちゃんって団だん長ちょうさんみたいなのがタイプなの？」

「いや～、私わたしは本ほんの話はなしができる人ひとがいいかな～」

　千ち帆ほちゃんはマンガや小しょう説せつが好すきで、わたしにもよく貸かしてくれる。

　恋れん愛あいモノが好すきみたいで、貸かしてくれる本ほんはわたしもときめくものばっかりだ。

「共きょう通つうの趣しゅ味みで盛もり上あがれる方ほうが、楽たのしそうじゃん」

　やっぱりそういうのって、趣しゅ味みの合あう人ひとがいいものなのかな？

「ほのちゃんは？」

「わたし？　うーん、わたしはそういうのは、まだよくわかんないかなぁ……」

　千ち帆ほちゃんオススメの本ほんはみんなときめくけど、初はつ恋こいもまだのわたしには、どれも「いいなぁ」と思おもうことしかできない。あこがれはあるんだけどね。

　千ち帆ほちゃんは優やさしい表ひょう情じょうでわたしを見みていた。

「ほのちゃんはほのちゃんのペースでいけばいいよ」

「ありがとう。もし好すきな人ひとができたりしたら、相そう談だんに乗のってね」

「もちろん！」

　恋れん愛あいマスターの千ち帆ほちゃんがついてるなら、頼たのもしいかぎりだ。

　千ち帆ほちゃんはカップを置おいて、両りょう手てで頬ほお杖づえをついた。

「それで、気きになるのはレナ先せん輩ぱいだよね」

「どういうこと？」

「私わたしの予よ想そうでは、どっちかとつきあってるんだと思おもうんだよねー」

　そのとき浮うかんだのは、村むら瀬せ先せん輩ぱいの顔かおだった。それから続つづいて岡おか本もと先せん輩ぱいの顔かお。

　たしかにあの二人ふたりとレナ先せん輩ぱいは仲なか良よしだ。休きゅう憩けい時じ間かんにも顔かおを出だしに来くるくらいだし。

　千ち帆ほちゃんはびしりと人ひと差さし指ゆびを立たてる。

「ずばり！　村むら瀬せ先せん輩ぱいと見みた！」

「えっ、どうして？」

　村むら瀬せ先せん輩ぱいの名な前まえを聞きいて、ドキッとした。

　千ち帆ほちゃんはにやりと笑わらう。

「一いっ見けん、レナ先せん輩ぱいと岡おか本もと先せん輩ぱいの気きが合あってるような気きがするけど、磁じ石しゃくのＮ極きょくとＮ極きょくって反はん発ぱつしちゃうじゃん？　それと一いっ緒しょで、似にすぎてるとうまくいかないこともあるんじゃないかな」

「そ、そうなの……？」

　趣しゅ味みが合あいすぎるのも問もん題だいなのかぁ。恋れん愛あいって奥おく深ぶかい……。

　千ち帆ほちゃんはぴしっとまた人ひと差さし指ゆびを立たてた。

「そ・れ・に！　おたがいを見みる目め。それがすごく優やさしかった気きがする」

「そう、かな……？」

　わたしは二人ふたりが並ならんだところを思おもい浮うかべてみる。

　美び人じんでお姉ねえさんって感かんじのレナ先せん輩ぱいと、柴しば犬いぬっぽくて元げん気きなイメージの村むら瀬せ先せん輩ぱい。

　うん、なんだかしっくりくる。

「イケメンっていうと岡おか本もと先せん輩ぱいの方ほうだけど、レナ先せん輩ぱいと村むら瀬せ先せん輩ぱいもなんかお似に合あいだよね」

「たしかに」

　身しん長ちょう差さはそこまでなかった気きがする。レナ先せん輩ぱい、背せが高たかいし。

　だけど二人ふたりが並ならぶと、なんだかほんわかしたイメージがある。

　そう考かんがえて、胸むねのあたりがなんだかもやもやしていることに気きがついた。

　なんだろう？　甘あまいドリンクでは、すっきりすることもできないや。

「今こん度どレナ先せん輩ぱいに聞きいてみよっか」

「きっ、聞きいてもいいのかな!?」

「まぁそこは話はなしの流ながれで」

　うまく聞きけるものなのかな？

　いたずらっぽく笑わらう千ち帆ほちゃんにつられて笑わらったけど、わたしの心こころはざわついたままだった。
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　ゴールデンウィークも後こう半はん。パネルの準じゅん備びも大おお詰づめだ。

　自じ画が自じ賛さんかもしれないけど、うちの赤あか団だんのパネルはすごくいいできだと思おもう。

　赤あか団だんのシンボルである朱雀すざくの迫はく力りょくはすごいし、団だん長ちょうもかっこよく描かけている。レナ先せん輩ぱいは「美び化かしすぎ」って笑わらっていたけどね。

　二枚まい目めのしかけは、あれから改かい善ぜんされた。うまくいくか何なん度どか確たしかめて、きっと大だい丈じょう夫ぶなはずだ。これはみんなあっとおどろくんじゃないかなぁ。

「島しま谷たにが美み咲さきちゃんで、東ひがし田だが蛍けいちゃんで……。よし、これで全ぜん員いん決きまったね。人にん数ずうちょうどでよかったよ」

　レナ先せん輩ぱいがペンを片かた手てに言いった。

　その机つくえのまわりに集あつまっているのは、二年ねん生せいと三年ねん生せいの先せん輩ぱいたち。そして決きめているのは、だれがだれのたすきを結むすぶかだ。

「じゃああとでたすき借かりてくるから、みんなで練れん習しゅうね」

　応おう援えん団だんのたすきを結むすぶのは、先せん輩ぱいたちだけみたい。

　それを聞きいて一年ねん生せいたちはがっかりしてたけど、先せん輩ぱいたちだけで人にん数ずう足たりちゃうもんね。しかたない。

　色いろぬりをしながらなんとなくレナ先せん輩ぱいたちの方ほうを見みていると、千ち帆ほちゃんが声こえをかけてきた。

「気きになるの？」

「気きになる……？」

　どういう意い味みだろう？

　でも、この前まえからなんだか変へんだ。

　レナ先せん輩ぱいが村むら瀬せ先せん輩ぱいたちと話はなしているとつい見みちゃうし、移い動どう教きょう室しつのときは村むら瀬せ先せん輩ぱいが通とおらないかなって探さがしてしまう。

「気きになるなら聞きいちゃえばいいじゃん。レナせんぱーい！」

「千ち帆ほちゃん!?」

　たすきの係かかり決ぎめはもう終おわったようで、先せん輩ぱいたちはパネルの作さ業ぎょうに戻もどろうとしていた。

　プリントをしまおうとしていたレナ先せん輩ぱいのところに千ち帆ほちゃんは行いってしまって、わたしもそれについていかないわけにはいかない。

　わざわざ聞ききに行いかなくても！

　わたしはあせるけど、千ち帆ほちゃんが切きり出だしてしまった。

「なに？　どうしたの？」

「レナ先せん輩ぱいって、だれのたすきを結むすぶことになったんですか？」

　うわー！　千ち帆ほちゃん、直ちょっ球きゅう！

　わたしもそれは気きになってたけど、聞きくのがこわいというか、なんというか……。

　レナ先せん輩ぱいは、意い味み深しんに笑わらう。

「ふっふっふー。だれでしょう？」

「うーん、村むら瀬せ先せん輩ぱいか岡おか本もと先せん輩ぱいですか？」

　わたしがうんうん考かんがえ込こんでいる間あいだに、二人ふたりの会かい話わは進すすんでいく。

　どっちなんだろう……？　レナ先せん輩ぱいはじらしている。

「正せい解かいは……すばるだよー」

　村むら瀬せ先せん輩ぱいだったら……って岡おか本もと先せん輩ぱい？　どうして？

　千ち帆ほちゃんも拍ひょう子し抜ぬけだったようで、ぽかんとしていた。

「岡おか本もと先せん輩ぱいなんですか？　どうして？」

「それは玲れ奈なが岡おか本もとくんとつきあってるからだよー」

「ともえ！」

　三年ねん生せいのともえ先せん輩ぱい。長ながい髪かみをいつもポニーテールにしている、元げん気きいっぱいな先せん輩ぱいだ。

　突とつ然ぜん肩かたを組くまれたレナ先せん輩ぱいはおどろいたようだったけど、わたしたちも衝しょう撃げき的てきだった。

「そうなんですか!?」

「本ほん当とうに!?」

　わたしと千ち帆ほちゃんの声こえが重かさなる。

　まさかレナ先せん輩ぱいの彼かれ氏しが岡おか本もと先せん輩ぱいだったなんて！　意い外がいすぎた！

　ともえ先せん輩ぱいはにっと笑わらった。

「玲れ奈なは村むら瀬せくんとも仲なかいいもんねー。岡おか本もとくんと一いっ緒しょになってからかってるし」

「だってつかさって、からかいがいがあるんだもん」

「あー、たしかに。村むら瀬せくんってなんか犬いぬっぽいよね」

　二人ふたりの間あいだでくり広ひろげられる会かい話わに、わたしは先せん輩ぱいたちの顔かおを交こう互ごに見みることしかできない。

　千ち帆ほちゃんが耳みみ元もとでささやいてくる。

「よかったね、ほのちゃん」

「よかったって、なにが？」

　千ち帆ほちゃんが小こ声ごえで言いうから、わたしも自し然ぜんと小こ声ごえになってしまう。

　首くびを傾かしげるわたしに、千ち帆ほちゃんは意い味み深しんに笑わらった。

　なんなんだろう……？

「まぁいいや。それで、村むら瀬せ先せん輩ぱいのはだれが結むすぶんですか？」

　わたしの質しつ問もんには答こたえずに、千ち帆ほちゃんは先せん輩ぱいたちの方ほうへと向むき直なおってしまう。

　なんだったのか気きになるけど、こっちも気きになる質しつ問もんだ。

「それは私わたしでーす」

　ともえ先せん輩ぱいが手てを挙あげて、元げん気きよく答こたえる。

　そうなんだ……。ちょっと胸むねがちくっとした気きがした。

「えっ、それってもしかして、ともえ先せん輩ぱいと村むら瀬せ先せん輩ぱいがつきあってる、とか……？」

　ずばっと聞きく千ち帆ほちゃん。

　ともえ先せん輩ぱいは笑わらって手てを振ふった。

「ないない！　私わたし、他た校こうに彼かれ氏しいるし。村むら瀬せくんは彼かの女じょいないんじゃない？」

　それを聞きいて、なぜだかほっとした。

　千ち帆ほちゃんがちらっとわたしを見みてくる。

「ほのちゃん、ほっとしてる？」

　先せん輩ぱいたちの話わ題だいはともえ先せん輩ぱいの彼かれ氏しのことに移うつってしまって、二人ふたりで盛もり上あがっている。

「なんか……思おもってたよりも、村むら瀬せ先せん輩ぱいのたすきをだれが結むすぶのか気きになってたみたい」

　中ちゅう学がくに入はいって、最さい初しょに出で会あった先せん輩ぱいだからかな？　優やさしくしてもらったし、気きづかないうちに親したしい先せん輩ぱいの枠わくの中なかに入いれてしまっていたのかも。

「そっかそっか！　うんうん、いいと思おもうよ～」

　千ち帆ほちゃんはなんだか楽たのしそうだ。

　いいのかな？

　でも、ともえ先せん輩ぱいが村むら瀬せ先せん輩ぱいとつきあっているわけじゃないと聞きいて、どこか安あん心しんしている自じ分ぶんがいた。
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『位い置ちについて！　よーい……ドン！』

　ピストルの音おとが鳴なりひびいて、リレーの選せん手しゅたちがいっせいに飛とび出だした。

　選せん手しゅたちは、グラウンドのトラックを全ぜん速そく力りょくで駆かけていく。

「がんばれー！」

「いけー！」

　スピーカーから流ながれるアップテンポな音おん楽がくに、声せい援えんが混まじる。応おう援えん席せきは総そう立だちだ。

　ゴールテープを切きった瞬しゅん間かん、いっそう大おおきな歓かん声せいが上あがった。




　天てん気きは快かい晴せい！　絶ぜっ好こうの体たい育いく祭さい日和びよりだ。

　先せん生せいたちから「熱ねっ中ちゅう症しょうには気きをつけて」と何なん度ども言いわれるくらいの暑あつさ。応おう援えん席せきにスポーツドリンクを置おいているから、対たい策さくはバッチリだ。

　熱ねっ中ちゅう症しょう対たい策さくはバッチリだけど……。

「ほのちゃん、がんばってね！」

　応おう援えん席せきから立たち上あがったわたしに、千ち帆ほちゃんの声せい援えんが飛とぶ。

　満まん面めんの笑えみでガッツポーズを決きめる千ち帆ほちゃんに、わたしの顔かおはひきつった。

「う、うん」

　そろそろ借かり物もの競きょう走そうに出でる人ひとの集しゅう合ごう時じ間かんだ。こっちの対たい策さくは、バッチリとは言いえない気きがする。

　なんとか勝かち取とれた借かり物もの競きょう走そうだけど、いざ出で番ばんになると、やっぱり緊きん張ちょうする……。

　借かり物もので、変へんなのを引ひかないといいなぁ。

『次つぎは、一年ねん生せいによる借かり物もの競きょう走そうです』

　アナウンスがひびいて、入にゅう場じょうする。

　わたしが走はしるのは、五番ばん目め。順じゅん番ばんが近ちかづいてきて、緊きん張ちょうも高たかまっていく。

　とうとう順じゅん番ばんが回まわってきて、スタートラインに立たった。

『位い置ちについて……よーい、ドン！』

　いっせいに走はしり出だした。わたしは少すこし出で遅おくれてしまう。

　地じ面めんに置おいてある、借かり物ものが書かいてある紙かみ。その一枚まいをめくった。
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　えっと、大だい事じなもの!?　ってなに!?

　いやいやわたしの大だい事じなものだよね!?

　どうしよう……。今日きょうなにか持もってきてたっけ？

「ほのちゃーん！　がんばれー！」

　千ち帆ほちゃんの応おう援えんが聞きこえてくる。

　千ち帆ほちゃん……。そうだ千ち帆ほちゃんだ！

『大だい事じなもの』って『もの』であって『物もの』じゃない。千ち帆ほちゃんは大だい事じな『者もの』だ。

　こじつけかもしれないけど、いまはそれしか浮うかばない。わたしは千ち帆ほちゃんのもとへと走はしった。

　声せい援えんを上あげていた千ち帆ほちゃんは、わたしが近ちかづくにつれて、顔かおにハテナマークを浮うかべていく。

「ほのちゃん？」

「千ち帆ほちゃん！　一いっ緒しょに来きて！」

「えぇ!?　借かり物ものってなに!?」

　話はなしている時じ間かんもおしい。まずはゴールしなきゃ！

　わたしは千ち帆ほちゃんの手てを握にぎって走はしる。

「がんばれー！」

「いっけー！」

　声せい援えんが聞きこえる。わたしはいつもより軽かろやかに走はしれている気きがした。

　千ち帆ほちゃんが一いっ緒しょだからかな？　千ち帆ほちゃんはわたしよりも足あしが速はやいはずだけど、いまはとなりに並ならんで走はしってくれている。

　それが軽かろやかに走はしれる理り由ゆうな気きがした。

『赤あか団だん！　三位いです！』

　三位い……。三位い!?　やったー！　いつも体たい育いくで走はしるときはビリなのに、三位いだなんて！

　千ち帆ほちゃんと手てを取とり合あって、飛とび跳はねてしまう。

「ほのちゃんやったね！　で、借かり物ものってなんだったの？」

「これだよ」

　わたしは紙かみを見みせた。千ち帆ほちゃんは目めをぱちくりさせて、それを読よむ。

　千ち帆ほちゃんの顔かおが、みるみるうちに笑え顔がおになっていった。

「ほのちゃんってば……。私わたしもほのちゃんのこと、大だい事じに思おもってるよー！」

「わぁ！」

　千ち帆ほちゃんが思おもいっきり抱だきついてくる。わたしはこけそうになったけど、なんとかふみとどまった。

　拍はく手しゅが聞きこえる。

　千ち帆ほちゃんは抱だきついたままで、わたしも一いっ緒しょになって笑わらってしまった。
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　わたしが出でる種しゅ目もくは、借かり物もの競きょう走そうだけだ。

　それももう終おわったから、気きが楽らくだなぁ。パネル係がかりのおしごとの時じ間かんまで、のんびりできる。

「ほのちゃーん！　行いっくよー！」

　応おう援えん席せきに座すわってゆっくり見みていたら、千ち帆ほちゃんが駆かけ込こんできた。

　わたしは首くびを傾かしげる。自じ分ぶんの出で番ばんはもう終おわっていたし、千ち帆ほちゃんはまだのはずだ。

「次つぎって……。もうパネル変がえだっけ？」

「そうじゃなくて！　三年ねん生せいの徒と競きょう走そう、次つぎだよ」

　千ち帆ほちゃんは声こえを潜ひそめて言いった。

　ようやく話はなしがつながった。村むら瀬せ先せん輩ぱいが出でるんだ。

「さっ、応おう援えんに行いくよ！」

　千ち帆ほちゃんはわたしの手てを引ひいて駆かけていく。

　ちょ、ちょっと待まってー！




　入にゅう場じょう門もん近ちかくには、たくさんの女じょ子しが集あつまっていた。

　千ち帆ほちゃんはわたしの手てをつかんだまま、少すこしでも見みやすい位い置ちに行いこうとする。

「千ち帆ほちゃん、もうここでいいよ……」

「よーくーなーいー！　ちゃんといい場ば所しょを取とらないと！」

　だれよりも千ち帆ほちゃんの気き合あいが入はいっていそうだ。

　わたしはずっと考かんがえていたことを聞きいてみる。

「千ち帆ほちゃん、なんでそんなに村むら瀬せ先せん輩ぱいの走はしるとこ見みたいの？」

「なんでって……。ほのちゃんは見みたくない？」

　千ち帆ほちゃんはふしぎそうな顔かおで、たずねてきた。

　わたしはトラックの方ほうに顔かおを向むけてみる。

　中ちゅう央おうには三年ねん生せいの男だん子し生せい徒とが集あつまっていて、その中なかの村むら瀬せ先せん輩ぱいの姿すがたはすぐに見みつけることができた。

　同おなじクラスの人ひとなのかな、となりの人ひとと話はなしていて、楽たのしそうだ。

「……見みたい」

　気きづけばそう口くちにしていた。

　わたしの返へん事じに、千ち帆ほちゃんは笑えみを浮うかべる。

「でしょ？　じゃあ行いこっか！」

　わたしたちは手てをつないで、見みえやすい場ば所しょを探さがした。




『位い置ちについて！　よーい……ドン！』

　コーナーのあたりに陣じん取どれたところで、ピストルが鳴なった。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいの順じゅん番ばんは、三番ばん目めみたい。まだ中ちゅう央おうの方ほうにいる。

　となりの女じょ子したちから、黄き色いろい声せい援えんが上あがる。

「赤あか団だんがんばれー！」

　わたしも自じ分ぶんの団だんを応おう援えんする。

　がんばって声こえを出だすけど、まわりの子こたちにかき消けされている気きがする……。

　千ち帆ほちゃんがわたしの肩かたをぱこぱこ叩たたいた。

「ほのちゃんもっと腹はらから声こえ出だして！　そんなんじゃ先せん輩ぱいに聞きこえないよ！」

「で、でも……」

　はずかしさが勝かってしまう。

　みんな大おお声ごえで応おう援えんしているんだ。もっと大おおきな声こえを出だしても問もん題だいないよね。

　二番ばん目めの走そう者しゃがスタートした。

　二回かい目めとあって、さっきよりははずかしさが消きえた気きがする。がんばって大おおきな声こえを出だしてみる。

　横よこから千ち帆ほちゃんが「もっと大おお声ごえを！　がんばれ！」って言いってくるけど、千ち帆ほちゃんはだれを応おう援えんしに来きたの……。

　そして村むら瀬せ先せん輩ぱいがスタートラインに立たった。

『位い置ちについて！　よーい……ドン！』

　いっせいに走はしり出だす。

「ほのちゃん！　先せん輩ぱい来くるよ！」

　先せん輩ぱいは一いち番ばん内うち側がわのレーンだ。

　心しん臓ぞうがドキドキ言いっている。もうすぐ、もうすぐ先せん輩ぱいが近ちかくにやってくる。

「村むら瀬せせんぱーい！　がんばれー！」

　わたしはせいいっぱいの大おお声ごえを出だした。

　先せん輩ぱいがコーナーを回まわっていく。ゴールは目めの前まえだ。選せん手しゅが一いっ直ちょく線せんに並ならんで──。

『一位い！　赤あか団だん！』

　アナウンスがひびいて、歓かん声せいが上あがった。

　そう、一位いはなんと村むら瀬せ先せん輩ぱい！

　すごいすごい！　先せん輩ぱいが一位いだ！

　わたしたちは手てを取とり合あって、喜よろこび合あう。

　先せん輩ぱいは同おなじ赤あか団だんの人ひとたちに囲かこまれて、もみくちゃにされている。きっと「おめでとう」って言いわれているんだろうなぁ。

「先せん輩ぱい、速はやいねー」

「うん、かっこよかった……」

　わたしの視し線せんは先せん輩ぱいにくぎ付づけで、千ち帆ほちゃんがにこーっと笑わらってわたしを見みていることに、気きづかなかった。
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　自じ分ぶんの出で番ばんは終おわったけど、パネル係がかりのおしごとがまだ残のこっている。

「ほのかちゃん、そこしっかり持もっといてね！」

「はーい！」

　レナ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしはパネルを押おさえているひもをぎゅっと握にぎりなおした。

　一枚まい目めのパネルは、赤あか団だんのシンボルの朱雀すざく。応おう援えん席せきのうしろに掲かかげられたパネルには、羽はばたく朱雀すざくの姿すがたがあった。

　体たい育いく祭さい当とう日じつになって初はじめて遠とおくから見みることができたけど、やっぱり迫はく力りょくがすごい。

　近ちかくで見みた他ほかの団だんの生せい徒とたちも「おぉ……」って言いっていたから、わたしはなんだかほこらしくなっちゃった。

　そしてこれから、二枚まい目めのパネルを披ひ露ろうする時じ間かんだ。




『それでは続つづいては、赤あか団だんのパネルです！』

　アナウンスと共ともに、一枚まい目めがはがされた。

　二枚まい目めの破やぶれたアニメイラストは、バッチリ直なおせていた。夕ゆう焼やけ空ぞらのグラデーションに、生せい徒とたちの間あいだからため息いきがもれる。

　驚おどろくのはまだこれからだ。しかけのひもを引ひくと……。

「わぁ!!」

　さっきよりも大おおきな歓かん声せいが上あがった。

　ひもを引ひいて、背はい景けいが一いっ瞬しゅんで夕ゆう暮ぐれ時どきから流りゅう星せい群ぐんの夜よ空ぞらに変かわったのだ。背せ中なか合あわせでさびしそうだった男おとこの子こと女おんなの子こも、向むかい合あわせになって笑えみを浮うかべている。

　しかけは大だい成せい功こうだ。わたしたちははがしたパネルを回かい収しゅうして、ハイタッチを交かわした。
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「よし、と」

　わたしとレナ先せん輩ぱいは、一枚まい目めのはがしたパネルを教きょう室しつに運はこんでいた。第だい二校こう舎しゃの空あき教きょう室しつが、道どう具ぐ置おき場ばになっているのだ。

　これから昼ひる休やすみをはさんで、午ご後ごの部ぶだ。

「しかけ、うまくいってよかったねー」

「本ほん当とうに。みんな驚おどろいてましたよね」

　夕ゆう焼やけ空ぞらもきれいだったけど、星ほしが降ふってくるイラストは本ほん当とうにきれいだった。

　一いち時じはどうなるかと思おもったしかけもうまくいったし、いまは達たっ成せい感かんでいっぱいだ。

「玲れ奈な、大たい変へん！」

　教きょう室しつに同おなじ赤あか団だんの美み咲さき先せん輩ぱいが駆かけ込こんできた。

「どうしたの？」

「ともえが熱ねっ中ちゅう症しょうでたおれたの！」

「えっ、大だい丈じょう夫ぶなの!?」

「症しょう状じょうは軽かるいみたいなんだけど、念ねんのためって病びょう院いんに行いくことになっちゃって……」

　熱ねっ中ちゅう症しょう……。今日きょうすごく暑あついもんね。ともえ先せん輩ぱい、大だい丈じょう夫ぶかなぁ。

　レナ先せん輩ぱいが表ひょう情じょうをくもらせる。

「つかさのたすきか」

「そう。ともえもそれを気きにしてて。玲れ奈なに聞きいてみてって頼たのまれたの」

　そっか。ともえ先せん輩ぱいがいないってことは、村むら瀬せ先せん輩ぱいのたすきを結むすぶ人ひとがいなくなっちゃったんだ……。

　どうするんだろうと考かんがえていると、なにやら視し線せんを感かんじた。なんだろうと思おもって顔かおを上あげると、二人ふたりの視し線せんが突つき刺ささる。

　な、なに……？

　レナ先せん輩ぱいが、わたしの肩かたをがしりと掴つかむ。

「ほのかちゃん！　たすきの結むすび方かたわかるよね？」

「え……？　いやいや、やったことはないですよ!?」

　レナ先せん輩ぱいの言いいたいことってまさか……。

「でも見みてたよね？　それなら大だい丈じょう夫ぶ！　私わたしがとなりについててあげるから！　つかさのたすき、まかせた！」

　えぇぇぇ!?　どうしてそんなことに!!

　レナ先せん輩ぱいの真しん剣けんな表ひょう情じょうに、私わたしは思おもわずうなずいてしまった……。
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　応おう援えん合がっ戦せんの少すこし前まえ。応おう援えん団だんとたすきを結むすぶ係かかりの人ひとたちは、体たい育いく館かんに集あつまっていた。

「長ながそであっつー！」

「まじあっついよなー」

「でもなんか、逆ぎゃくにテンション上あがってこねぇ？」

「たしかに！」

　応おう援えん団だんの人ひとたちはもう学がくランに着き替がえていて、わいわい話はなしている。

　たしかにこの炎えん天てん下かじゃ、長ながそでは暑あつそうだ。でもいつものブレザーと違ちがって学がくランで、なんだか新しん鮮せん。

「レナー、みんな集あつまったぞー」

「はーい、こっちもだよ。それじゃあみんな、よろしく！」

　たすきの係かかりの人ひとたちは、それぞれの担たん当とうの人ひとのところへ散ちらばっていく。

　レナ先せん輩ぱいとわたし、岡おか本もと先せん輩ぱい、それから村むら瀬せ先せん輩ぱいが残のこされた。

　学がくラン姿すがたの先せん輩ぱいになんだかドキッとしちゃった。先せん輩ぱい、学がくランも似に合あってる……。

「あれ？　なんでほのちゃん？」

「ともえが熱ねっ中ちゅう症しょうでたおれて、病びょう院いんに行いっちゃってね……」

「え、大だい丈じょう夫ぶなの？」

「症しょう状じょうは軽かるいって聞きいたけど、心しん配ぱいだよね。つかさのたすきは、ほのかちゃんに頼たのんだの。つかさ、よろしくね」

　わたしが内ない心しんあせりつつ先せん輩ぱいを見みると、目めが合あった。

　先せん輩ぱいはくしゃっと笑わらう。

「よろしくね、ほのちゃん」

「～～はい!!」

　心しん臓ぞうが飛とび跳はねそうになったけど、わたしはなんとか返へん事じをする。

　うわー、がんばらなきゃ！




　　　　[image: ]




「まん中なかを押おさえて……。そうそう、肩かたにかけるの」

　約やく束そくどおり、レナ先せん輩ぱいはとなりについていてくれた。わたしは緊きん張ちょうしながらたすきを結むすぶ。

　レナ先せん輩ぱいがちょくちょく教おしえてくれるから、わりときれいに結むすべていると思おもう。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいは副ふく団だん長ちょうなんだから、きれいに結むすべてないとだめだよね。責せき任にん重じゅう大だいだ……。

　それにしても、先せん輩ぱいの背せ中なかって意い外がいと大おおきかったんだなぁ。

　わたしより背せが高たかいのは知しってたけど、あらためて見みると実じっ感かんする。なんだかドキドキしてしまう。
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「よし、と」

　最さい後ごにリボン結むすびをして、完かん成せいだ。初はじめてにしてはうまくできたと思おもう。

　わたしは先せん輩ぱいの正しょう面めんに回まわった。

「先せん輩ぱい、きつくないですか？」

　村むら瀬せ先せん輩ぱいは腕うでを回まわす。

　あ、これ演えん舞ぶの動うごきだ……。やっぱりかっこいいなぁ。

「うん、いい感かんじ。ほのちゃん、ありがとね」

　そう言いって笑わらう先せん輩ぱいに、わたしの心しん臓ぞうは跳はね上あがった。

　そりゃあ学がくランを着きてハチマキを巻まいて、『応おう援えん団だん』のかっこいい姿すがたではある。先せん輩ぱいの笑え顔がおなんて、何なん度ども見みてるはずだ。

　でも、この笑え顔がおで気きづいてしまった。

「さっきさ、借かり物もの競きょう走そうのとき」

　先せん輩ぱいの声こえに、わたしは我われに返かえった。

　急きゅうになんの話はなしだろう？

「ほのちゃんがんばってたね」

「見みっ、てたんですか!?」

　まさか見みられてたなんて！　全ぜん然ぜん気きづかなかった！

　わたしは思おもわず両りょう手てで口くち元もとをおおってしまう。

「がんばれーって言いってたの、気きづいてた？」

「まったく気きづいていませんでした……」

　たしかに声せい援えんが聞きこえた気きもするけど、まさか先せん輩ぱいだったなんて。

　うぅぅ、ちゃんと聞きいていればよかった……。せっかく先せん輩ぱいが応おう援えんしてくれてたのに。

　先せん輩ぱいは楽たのしそうに笑わらった。

「三位いおめでとう。速はやかったね」

「そんなことないです……」

　あのときいつもより軽かろやかに走はしれたのは、もしかしたら先せん輩ぱいの応おう援えんのおかげもあったかもしれない。なんだかそんな気きがする。

　そう思おもうと、心しん臓ぞうがドキドキしてきた。

「つかさー、そろそろ行いくぞー」

「あぁ！」

　岡おか本もと先せん輩ぱいに呼よばれて、村むら瀬せ先せん輩ぱいはくるりと背せ中なかを向むけてしまった。でもすぐに立たち止どまって、わたしの方ほうを振ふり返かえる。

　先せん輩ぱいはきゅっとくちびるを引ひき結むすんで、なんだか決けっ心しんしているようだった。

「ほのちゃん、見みててね。俺おれ、がんばるから」

「はい……」

　わたしはそう答こたえるのがやっとだった。

　だって気きづいてしまったから。

　わたし、先せん輩ぱいのことが好すきになっちゃったんだ……。
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　太たい鼓この音おとが鳴なりひびく。応おう援えん団だんの先せん輩ぱいたちの、一いっ糸し乱みだれぬ演えん舞ぶがくり広ひろげられていた。

　腕うでや手てを回まわす動うごきはぴったり揃そろってるし、かけ声ごえと一いっ緒しょに方ほう向こう転てん換かんするところなんかは、うしろもちゃんと見みえているかのようだ。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいは副ふく団だん長ちょうだから、前まえの方ほうで演えん舞ぶをしている。この応おう援えん席せきからは遠とおいけど、わたしはその背せ中なかから目めを離はなせずにいた。

　どうしていままで気きづかなかったんだろう。あの入にゅう学がく式しきの日ひから、きっと恋こいに落おちていた。

　自じ転てん車しゃのうしろで握にぎった先せん輩ぱいの制せい服ふく。ケガをして、入にゅう学がく式しきに間まに合あうか不ふ安あんな気き持もちを、あの背せ中なかが吹ふき飛とばしてくれた。

　いまもそう。たすきのなびく背せ中なかが、頼たのもしく見みえてしかたがない。

　息いきの合あった演えん舞ぶだ。だけど村むら瀬せ先せん輩ぱいが一いち番ばんかっこよく見みえてしまって、ドキドキする。顔かお、赤あかくなってないかな？

　もうすぐ演えん舞ぶが終おわってしまう。

　わたしは凛り々りしい先せん輩ぱいの姿すがたを、じっと目めに焼やき付つけていた。
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『それでは結けっ果か発はっ表ぴょうです！　まずはパネル部ぶ門もん！』

　全ぜん部ぶの種しゅ目もくが終おわって、結けっ果か発はっ表ぴょうの時じ間かんになった。生せい徒とたちは応おう援えん席せきに座すわって発はっ表ぴょうを待まつ。

　いきなりパネル部ぶ門もんからなんて、緊きん張ちょうしちゃう。

　うちの団だんのパネルが一いち番ばんよかったと思おもうけど、それはきっとみんな同おなじだろうし……。

『一位いは──』

　胸むねの前まえで手てを組くんで、発はっ表ぴょうを待まった。心しん臓ぞうがドキドキする。

　となりで千ち帆ほちゃんも同おなじように手てを組くんでいた。

『赤あか団だんです！』

　本ほん当とう!?　夢ゆめみたい！

　まわりからも歓かん声せいが上あがる。

　千ち帆ほちゃんに肩かたを叩たたかれた。

　わたしたちは思おもわず立たち上あがっちゃった。でもみんなも同おなじ感かんじだ。

　わたしは千ち帆ほちゃんと手てを取とり合あって、喜よろこびあった。

『続つづいて応おう援えん部ぶ門もんです』

　これは応おう援えん合がっ戦せんの部ぶ門もんだ。これも一位いを取とりたい……。

『一位いは、青あお団だんです！』

　赤あか団だんの応おう援えん席せきから、「あー……」と残ざん念ねんそうな声こえが上あがる。

　残ざん念ねん……。すごくかっこよかったのに。

『二位いは赤あか団だんでした！』

　ちらっと三年ねん生せいの席せきの方ほうを見みると、残ざん念ねんそうに岡おか本もと先せん輩ぱいの肩かたを叩たたく村むら瀬せ先せん輩ぱいの姿すがたが見みえた。

　先せん輩ぱい、大だい丈じょう夫ぶかな？　あんなにがんばってたのに……。

『そして総そう合ごう優ゆう勝しょうは！　白しろ団だんでしたー！』

　優ゆう勝しょう旗き授じゅ与よがあるから、パネルリーダーのレナ先せん輩ぱいが前まえへと出でていった。

　パネル部ぶ門もんには賞しょう状じょうだ。

　賞しょう状じょうを受うけ取とったレナ先せん輩ぱいは、赤あか団だんの応おう援えん席せきに向むけて高たかく掲かかげた。

　大おおきな拍はく手しゅがひびく。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいたちも大おおきく手てを叩たたいている。

　きっと悔くやしいよね。だけどいまは、パネル部ぶ門もんの優ゆう勝しょうを称たたえてくれている。

　わたしもまたレナ先せん輩ぱいに視し線せんを戻もどして、拍はく手しゅを贈おくる。

　努ど力りょくがむくわれることは、やっぱり嬉うれしい。

　パネル部ぶ門もんしか優ゆう勝しょうできなかったことは複ふく雑ざつだけど、嬉うれしいことには違ちがいない。

「体たい育いく祭さい、楽たのしかったね」

　となりで千ち帆ほちゃんがつぶやいた。

　わたしも同おなじ気き持もちだ。運うん動どうがニガテで不ふ安あんな気き持もちもあったのに、終おわってみれば楽たのしかった。

「うん、本ほん当とうに」

　こうして、中ちゅう学がく初はじめての体たい育いく祭さいは幕まくを閉とじた。
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「なーんか浮うかれてない？」

　千ち帆ほちゃんの言こと葉ばに、わたしは足あしを止とめた。

　移い動どう教きょう室しつで、理り科か室しつに向むかう途と中ちゅう。

　まわりの子こたちのおしゃべりで、廊ろう下かはざわざわしている。

　千ち帆ほちゃんを見みると、じとーっと探さぐるような目めをしていた。

「そ、そう？」

「そうだよ！　なんかほのちゃん、最さい近きん楽たのしそう」

　さすが千ち帆ほちゃん、するどい……。

　先せん輩ぱいのこと、千ち帆ほちゃんには話はなそうと思おもってた。一いち番ばんの友ともだちだから。

　でも……。

「あ、あとでもいいかな……？」

　わたしは目めを泳およがせて、言いいよどむ。

　近ちかくにはクラスメイトもいる。みんなおしゃべりしてて聞きかれないかもしれないけど、万まんが一いちってこともあるし……。

　千ち帆ほちゃんは、にっと笑わらう。

「よし、帰かえりにどっか寄よろう！」

「うん！」

　千ち帆ほちゃん、なんて言いうかな？

　どこから話はなしたらいいかな？

　いろいろ考かんがえちゃって、理り科かの授じゅ業ぎょうはあんまり集しゅう中ちゅうできなかった。
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　シェイクを載のせたトレイを置おいて、席せきに座すわる。

　放ほう課か後ごのハンバーガー屋やさんには、うちの生せい徒との姿すがたはなかった。だれかに聞きかれたくなかったから、ほっとした。

　わたしは無む言ごんでシェイクを飲のむ。

　どう切きり出だしたらいいんだろう……。

「それで、ずばり村むら瀬せ先せん輩ぱいのことでしょ？」

　うんうん迷まよっていたら、千ち帆ほちゃんからそんな言こと葉ばが飛とんできた。

　わたしは飲のんでいたシェイクを、思おもわず吹ふき出だしそうになってしまう。

「え!?　なん、で……？　えっ？」

　千ち帆ほちゃんはニコニコ楽たのしそうにわたしを見みている。

「ほのちゃん見みてたらわかるよー。先せん輩ぱいのこと、ずっと目めで追おっかけてたでしょ？」

「そんなにわかりやすかったかな……？」

　もしかして、まわりにはバレバレだったとか!?

　あせるわたしに、千ち帆ほちゃんはひらひらと手てを振ふる。

「いや、私わたしがいつもほのちゃんと一いっ緒しょだったから気きづいたのかも。たぶん他ほかの子こは気きづいてないと思おもうよー」

　それならよかった……。

　ほっと息いきをつくわたしに、千ち帆ほちゃんは身みを乗のり出だしてくる。

「それで？　どうなの？」

　その目めはきらきらとかがやいていた。

「なんか、千ち帆ほちゃん楽たのしんでない……？」

「そんなことないって～。どうなのどうなの？」

　……隠かくす気きがなさそうだ。

　でも、ちゃんと話はなそうと決きめたんだし……。

　わたしは深しん呼こ吸きゅうをひとつする。

「えと……。わたし、村むら瀬せ先せん輩ぱいのことが……好すきに、なっちゃったみたい……」

　最さい後ごの方ほうは、ほとんど声こえにならなかった。

　でも千ち帆ほちゃんにはちゃんと聞きこえていたようで、嬉うれしそうにニコニコしながら頬ほお杖づえをつく。

「そっかー。そうなると思おもってた」

「そうなの!?」

「うん。だってほのちゃん、入にゅう学がく式しきのときから先せん輩ぱいのことを意い識しきしてたみたいだし」

　そんなに前まえから気きづいてたの!?　わたしが気きづいたのなんて、体たい育いく祭さいの日ひなのに！

　わたしははずかしさのあまり、両りょう手てで顔かおをおおってしまった。

　指ゆびの間あいだからちらっとのぞくと、千ち帆ほちゃんはあいかわらずニコニコしている。

「応おう援えんするよ。がんばってね！」

「うん、ありがとう！」

　わたしは顔かおから手てを離はなすと、つられて笑わらってしまった。

　千ち帆ほちゃんに応おう援えんするって言いってもらえて、すごく嬉うれしい。

　応おう援えんしてくれる友ともだちがいるって、こんなに心こころ強づよいものだったんだなぁ。

　なんて思おもってたら、いきなり千ち帆ほちゃんがテーブルに突つっ伏ぷした。

「あーあ、私わたしのほのちゃんが～」

「えっ、どういうこと？」

「だって、つきあったら先せん輩ぱいと一いっ緒しょに帰かえったりするんでしょ？　さみしいよ～」

「帰かえったりできたら嬉うれしいけど……。でも、わたしは千ち帆ほちゃんとも帰かえりたいよ？」

　先せん輩ぱいとつきあうだなんて、まだ想そう像ぞうもつかない。

　でも、それで千ち帆ほちゃんと離はなれちゃうのもいやだ。

　わたしがおずおずと言いうと、千ち帆ほちゃんはがばっと身みを起おこした。

「私わたしもだよ！　先せん輩ぱいとつきあいだしても一いっ緒しょに遊あそんでね！」

　千ち帆ほちゃんがぎゅっと手てを握にぎってきて、わたしはあたふたしちゃった。

「つ、つきあえたらね！　まだどうなるか、わかんないんだし……」

「んー、でも先さきに言いっておかないと、いざそうなったときにさびしいじゃん」

　そう言いって千ち帆ほちゃんはしょんぼりとする。

　わたしはその手てをぎゅっと握にぎり返かえした。

「千ち帆ほちゃんに彼かれ氏しができても、わたしとも遊あそんでね」

「当あたり前まえだよ！」

　わたしたちは、どちらからともなく吹ふき出だしてしまった。

　恋こいをしたことに浮うかれてたけど、いろいろ変かわってくることも出でてくるのかな？

「千ち帆ほちゃんとは、ずーっとずっと友ともだちだよ」

「うん！」
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　次つぎの日ひ。日にっ直ちょくの日にっ誌しを出だし終おえて、わたしは教きょう室しつへと向むかっていた。

　千ち帆ほちゃんを待またせているから、いそがなきゃ。

「工く藤どうさん」

　渡わたり廊ろう下かのところで声こえをかけてきたのは、坂さか木きくんだった。

　坂さか木き悠ゆう馬まくんは千ち帆ほちゃんのおさななじみで、となりのクラスの男だん子し。

　千ち帆ほちゃんとは家いえがとなり同どう士しで、『くされ縁えん』なんだって。

　坂さか木きくんは、ワックスで髪かみをバッチリきめているような、サッカー部ぶの男だん子しだ。

　普ふ段だんだったら、わたしからは声こえをかけられそうにもないタイプ。

　だけど小しょう学がっ校こうから一いっ緒しょだし、千ち帆ほちゃんつながりでわたしが普ふ通つうに話はなせる数かず少すくない男だん子しでもある。
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「千ち帆ほは一いっ緒しょじゃない？　あいつに辞じ書しょ返かえさなきゃいけないんだけど」

「教きょう室しつにいると思おもうよ」

「まじか。さっき行いったんだけど、トイレにでも行いってたかな」

　坂さか木きくんは、第だい二校こう舎しゃのわたしたちの教きょう室しつを見み上あげる。

「ほのちゃーん」

　第だい二校こう舎しゃの向むかい側がわ、いま出でてきた第だい一校こう舎しゃの上うえの方ほうから、そんな声こえが聞きこえた。

　振ふり返かえって見み上あげると、二階かいの窓まどから岡おか本もと先せん輩ぱいと村むら瀬せ先せん輩ぱいが顔かおをのぞかせている。

　呼よんだのは岡おか本もと先せん輩ぱいの方ほうだ。ひらひらと手てを振ふっていた。

　こんなところで会あうなんて！

　ど、どうしよう!?　好すきだって自じ覚かくしたら、先せん輩ぱいの顔かおを見みただけで緊きん張ちょうしちゃう！

　あわててぺこりと小ちいさくおじぎをして、くるりと方ほう向こう転てん換かんした。

「工く藤どうさん？」

　ろくに返へん事じもせずに早はや足あしで歩あるき出だしたわたしを、坂さか木きくんがふしぎそうに呼よぶ。

　あぁぁ、感かんじわるかったかな……。

　でも、どんな態たい度どを取とったらいいかわからなかったんだもん！

　いつもどうしてたんだっけ？　いつもどおりって……？

「部ぶ活かつの先せん輩ぱい？」

「へっ？　いや、あの人ひとたちは、バスケ部ぶの先せん輩ぱいだよ」

　となりに並ならんだ坂さか木きくんが聞きいてきて、わたしは足あしをゆるめた。

「いつも美び術じゅつ部ぶに遊あそびに来くるんだよね。黒くろ髪かみの方ほうの先せん輩ぱいと、レナ先せん輩ぱい……美び術じゅつ部ぶの部ぶ長ちょうがつきあってるんだって」

「ふーん、どうりで……」

「え？」

　聞きき返かえしたけど、なんだか納なっ得とくがいったかのような顔かおでうなずいている。

　どういうことだろう？

「まぁいっか。早はやく行いこうぜ。千ち帆ほが待まってる」

「う、うん」

　そう言いって坂さか木きくんは歩あるき出だす。気きになるけど、千ち帆ほちゃんを待またせてもいけないや。

　そして次つぎに先せん輩ぱいと会あったとき、どうしよう……。

　わたしはそう考かんがえながら、先さきを歩あるく坂さか木きくんの背せ中なかを追おった。




　わたしたちが教きょう室しつに着つくと、千ち帆ほちゃんは自じ分ぶんの席せきに座すわって待まっていた。

　千ち帆ほちゃんが首くびを傾かしげる。

「あれ？　悠ゆう馬まも一いっ緒しょ？」

「おう、これこれ。辞じ書しょありがとな」

「返かえすのおそーい！」

　坂さか木きくんの頭あたまに、千ち帆ほちゃんのチョップが決きまる。

　この二人ふたり、よくこうやってふざけあってるんだよね。

　二人ふたりは否ひ定ていするけど、わたしから見みたら本ほん当とうに仲なか良よしだ。おさななじみだから、なんでも気きを許ゆるしあっているみたい。

「もー、次つぎはちゃんと早はやめに返かえしてよ？　わかったらさっさと部ぶ活かつに行いく！」

「はいはい」

「『はい』は一回かい！」

　なんだかんだ言いいつつ、次つぎも貸かしてあげるんだ。ふふっ、優やさしいな。

　こんな風ふうに、先せん輩ぱいと話はなすようになれたらいいのになぁ。
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　なんて思おもったんだけど……。

「あ」

　体たい操そう服ふくに着き替がえて、千ち帆ほちゃんと一いっ緒しょにグラウンドに向むかう途と中ちゅう。

　どうやら移い動どう教きょう室しつだったらしい先せん輩ぱいと出でくわした。

　声こえが聞きこえたのか、先せん輩ぱいが振ふり返かえる。

「あっ！　ほのちゃ、ん？」

　思おもわずぐりんと顔かおを背そむけてしまった。

　先せん輩ぱいの呼よぶ声こえがいぶかしげなものになって、たぶんけげんそうな目めで見みてるんだろうなって思おもう。

　あぁぁ、やっちゃった……！

　でも、いまさらとりつくろうことなんてできなくて、わたしはだっと駆かけ出だした。

「ちょっとほのちゃん!?」

　あわてて追おいかけてくる千ち帆ほちゃんの声こえが聞きこえるけど、止とまれない。

　もう逃にげるしかないよー！

「あいつとは、フツーに話はなしてたのに……」

　だから、しょげかえる先せん輩ぱいの声こえなんて、聞きこえなかったんだ。
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「ほーのーちゃーん？」

「ご、ごめん……」

　靴くつ箱ばこで千ち帆ほちゃんにつかまったわたしは、お説せっ教きょうを受うけていた。

　グラウンドに向むかいながら、わたしは肩かたを落おとす。

「わたし、いつもどんな風ふうに先せん輩ぱいに接せっしてたっけ」

「え、うーん、そう言いわれると……。なんか、緊きん張ちょうしてる感かんじ？」

「っていまと変かわらなくない!?」

　そうだったっけ!?　でも言いわれてみれば……。

「でも、少すくなくとも逃にげてはなかったよ」

「そう、だよね……」

　わたしはがっくり肩かたを落おとした。

　もしかして、先せん輩ぱいにいやな思おもいさせちゃったかな。

　その肩かたを、千ち帆ほちゃんがぽんぽん叩たたいてくる。

「とりあえず！　次つぎに会あったら、ちゃんとあいさつするんだよ！」

「が、がんばる……」

　うまくできるかなぁ。とにかく、緊きん張ちょうしないようにしなきゃ……。

　思おもわずため息いきがこぼれてしまった。
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　六月がつに入はいって、雨あめの日ひが少すこしずつ増ふえてきた。そろそろ梅雨つゆ入いりするかも。

　今日きょうの天てん気き予よ報ほうでは、くもりだったはずなんだけど……。

「雨あめだ……」

　靴くつ箱ばこで見み上あげた空そらからは、しとしとと雨あめが降ふり続つづいていた。

　かばんの中なかを探さがすけど、今日きょうは折おりたたみ傘がさも入いれ忘わすれている。ついてない……。

　しばらく待まったら止やむかな？　お母かあさんに連れん絡らくして、迎むかえにきてもらおうかなぁ。

「あれ？　ほのちゃん一人ひとり？」

　迷まよっていたら、うしろから声こえがした。

　この声こえは……！

「村むら瀬せ先せん輩ぱい！」

　思おもったとおり、先せん輩ぱいの姿すがたがあった。

　制せい服ふくにかばんを持もっていて、帰かえるところみたい。

　どっ、どうしよう……！　最さい近きんさけてたから、どんな顔かおをしたらいいのかわかんないよー！

「千ち帆ほちゃんは一いっ緒しょじゃないの？」

　先せん輩ぱいが普ふ通つうに話はなしかけてくれるから、わたしはおずおずと視し線せんを上あげる。

「えっと……。千ち帆ほちゃんは、今日きょうは委い員いん会かいなんです」

「そっか。俺おれは今日きょう、部ぶ活かつ休やすみなんだ。グラウンドで練れん習しゅうの予よ定ていだったんだけど、この雨あめじゃそれもできないから」

　先せん輩ぱいはちょっと残ざん念ねんそうに言いう。

　さけてたこと、先せん輩ぱいは気きにしてないのかな。

　千ち帆ほちゃんのアドバイスを思おもい出だしながら、わたしは深しん呼こ吸きゅうをする。

「たしかにこの雨あめじゃ、グラウンドで走はしったりできないですよね」

「そうそう。ほんと残ざん念ねん」

　口くちをとがらせて、ぼやく先せん輩ぱい。本ほん当とうにバスケが好すきなんだなぁ。

　灰はい色いろの空そらからは、しとしとと雨あめが降ふり続つづいている。どうやらしばらく止やみそうにもないみたい。

「予よ報ほうでは降ふらないって言いってなかったっけ？」

「そうでしたよね。だからわたし、傘かさ忘わすれちゃって」

　苦にが笑わらいしながら言いうと、先せん輩ぱいはうーんと考かんがえ込こんでいた。

　もしかして、先せん輩ぱいも忘わすれちゃったのかな？

　先せん輩ぱいは傘かさ立たての方ほうを向むくと、傘かさを一本ぽん取とった。

「俺おれ、持もってきたから、入はいりなよ」

　一いっ瞬しゅん、言いわれた意い味みがわからなかった。

　先せん輩ぱいが掲かかげているのは一本ぽんの黒くろい傘かさで、『入はいる』というのはその傘かさ以い外がいに考かんがえられない。そしてわたしは傘かさを忘わすれたと言いったばかりだ。

　つまり、相あい合あい傘がさ？

「いやでもっ……！　そうだ先せん輩ぱい！　自じ転てん車しゃは!?」

　気きづいたとたんに、顔かおがかぁぁっと熱あつくなった。

　相あい合あい傘がさなんて、カップルがするようなことじゃないの!?　少すくなくとも千ち帆ほちゃんから借かりた本ほんにはそう書かいてあった気きがする！

　先せん輩ぱいは、内ない心しんあせっているわたしに気きづく様よう子すもなく続つづける。

「置おいて帰かえるよ。傘かさ差さし運うん転てんはあぶないしね」

　でもでも！

　先せん輩ぱいは空そらを見み上あげて、雨あま脚あしを確たしかめていた。

「しばらく止やみそうにないし、送おくるよ」

　そう言いって先せん輩ぱいは、傘かさを差さして振ふり返かえる。

　いいのかな？

　にっこり笑わらって待まってる先せん輩ぱいを、あんまり待またせるわけにもいかないし……。

「じゃあ、よろしくお願ねがいシマス……」

　わたしはドキドキしながら、足あしを踏ふみ出だした。
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「濡ぬれてない？　大だい丈じょう夫ぶ？」

「だっ、大だい丈じょう夫ぶです……」

　意い気き込ごんで足あしを踏ふみ出だしたのはいいけど、先せん輩ぱいとの距きょ離りが近ちかすぎだよー！

　心しん臓ぞうのバクバクが止とまらなくて、先せん輩ぱいに聞きこえていないか心しん配ぱいになるくらいだ。

「せ、先せん輩ぱいこそ濡ぬれてないですか……？」

「大だい丈じょう夫ぶ。もっと寄よっていいよー」

　優やさしく言いってくれるけど、あんまり近ちかづくと……わぁぁ肩かたが当あたっちゃった！

　こ、これじゃあ家いえまで心しん臓ぞうが持もたないよ……！

「あっ、えっとこっちです！」

　動どう揺ようをごまかすように指ゆびを差さすけど、ちょっと声こえが裏うら返がえっちゃった。

　軽かるく触ふれたり、離はなれたり。先せん輩ぱいは気きにしてないみたい。

　ドキドキしてるのは、わたしだけなのかな……？

　横よこ目めでこっそり先せん輩ぱいを見みてみる。

　柔やわらかそうな髪かみは、湿しっ気けのせいかいつもよりふわふわしている。

　さわり心ごこ地ちよさそうだな、なんて思おもったりして。

　わたしは心こころを落おち着つかせようと、こっそり深しん呼こ吸きゅうをした。

　先せん輩ぱいも黙だまり込こんでいて、雨あま音おとだけがひびいていた。

　傘かさにぱらぱらと雨あま粒つぶが跳はねる。

　相あい合あい傘がさってすごい。傘かさにへだてられて、世せ界かいに二人ふたりっきりみたいだ。

　雨あめがまわりの音おとを吸すい込こんで、先せん輩ぱいの声こえだけが聞きこえる。そんな感かんじ。

　すごく近ちかくてドキドキするんだけど、なんだかそれがいやじゃない。

　もう少すこしこのままでいられたらな、って思おもってしまう。

　家いえまでの道みちのりが、もっとあったらいいのにな。

　少すこしでも長ながく、先せん輩ぱいと一いっ緒しょにいたい。

「あのさ！　ほのちゃん」

　名な前まえを呼よばれて、わたしは先せん輩ぱいを見み上あげた。

　先せん輩ぱいはななめ上うえを向むいて、視し線せんをさまよわせている。

　あれ？　先せん輩ぱいも緊きん張ちょうしてる……？
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「アイツ、だれ？　あの、渡わたり廊ろう下かで声こえかけたときの……」

　しどろもどろになりながら聞きかれて、一いっ瞬しゅんぽかんとしちゃった。

　渡わたり廊ろう下かっていうのがさけてたことだって気きづいて、わたしは飛とび上あがった。

「あのあの、えっと……！　すみませんでした！」

「え？」

「ムシしたとかじゃなくて、なんていうか……。先せん輩ぱいの顔かおを見みたら緊きん張ちょうしちゃって！　シカトじゃないんです！　ほんとに！」

　気きにしてないようだったから触ふれずにいたけど、やっぱりちゃんとあやまるべきだった！

　さけたり顔かお背そむけたり、感かんじ悪わるかったよね……。

「ほのちゃん、落おち着ついて？　それは気きにしてないから」

「でも……」

「先せん輩ぱいと話はなすのって緊きん張ちょうするよね。俺おれもそうだったよ」

　くしゃっとした笑え顔がおを向むけられて、わたしは目めをぱちぱちさせた。

「先せん輩ぱいも？」

「うん。バスケ部ぶの先せん輩ぱい、すっげーきびしくてさ。しごかれたよ」

　先せん輩ぱいもそんな時じ期きがあったんだ。

　わたしの場ば合あいは、好すきだから緊きん張ちょうしちゃうっていうのもあるんだけど、そんなことは言いえないし……。

「……きらわれたのかと思おもった」

　先せん輩ぱいが茶ちゃ化かすように、ぽつりとこぼした。

「えっ!?　そんなわけないです！　むしろ……！」

「むしろ？」

　～～好すきだなんて言いえないし！

　わたしは視し線せんをさまよわせた。

　もうすぐ家いえに着ついてしまう。ちゃんと先せん輩ぱいに伝つたえなきゃ。

「……先せん輩ぱいと話はなすの、楽たのしいです。今日きょうもいっぱい話はなせて……。雨あめで、ちょっとラッキーだったかも、なんて」

　心しん臓ぞうがバクバクする。こんなことを言いって、引ひかれないかな？

　ドキドキしながらちらっと見みると、先せん輩ぱいは照てれくさそうにはにかんでいた。

「えっと……。俺おれも、楽たのしかったよ」

　その言こと葉ばだけでもう胸むねがいっぱいになっちゃって、わたしはぎゅーっと両りょう手てを握にぎりしめた。

「それで、あのとき一いっ緒しょにいた男だん子しのことなんですけど、同おなじ小しょう学がっ校こうの子こなんです。千ち帆ほちゃんのおさななじみで、二人ふたりすっごく仲なかがいいんですよ」

「そっか、千ち帆ほちゃんの……」

　先せん輩ぱいはどこか納なっ得とくしたかのようだった。

　なんでだろうって気きになるけど、そこでちょうどうちに着ついちゃった。

「先せん輩ぱい。うち、ここです。今日きょうは送おくってくれてありがとうございました」

「ううん、いいよ」

　なんだか別わかれがたいな、なんて思おもいながら先せん輩ぱいを見みて、あっとなった。

「先せん輩ぱい、肩かたが濡ぬれちゃってる！」

「えっ？」

　わたしの方ほうに傘かさ寄よせてくれてたのかな？

　わたしはあわててかばんからハンカチを出だして、先せん輩ぱいの肩かたを拭ふいていく。

「あのっ、ほのちゃん！　自じ分ぶんでできるから……」

　その言こと葉ばに顔かおを上あげると、思おもったよりも近ちかくに先せん輩ぱいの顔かおがあって、わたしは思おもいっきり身みを引ひいた。

　うわわ、ベタベタさわっちゃったよ……！

　赤あかくなりながらハンカチを渡わたすと、先せん輩ぱいはていねいに拭ふいていった。

「ハンカチありがとう。洗あらって返かえすね」

「いえっ、そのままでも……」

「いいからいいから」

　笑わらってそう言いわれたら、断ことわれないよ。

　先せん輩ぱいはかばんにハンカチをしまって、顔かおを上あげる。

「また明日あした！　じゃあね」

　手てを振ふって先せん輩ぱいは帰かえっていく。

　角かどを曲まがって見みえなくなるまで、わたしはその背せ中なかを見みつめていた。
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『うわー！　ほのちゃん、めっちゃがんばったね！』

　その日ひの夜よる。

　わたしは学がく習しゅう机づくえにスマホを置おいて、千ち帆ほちゃんと通つう話わしていた。

　相あい合あい傘がさのことをメッセージで報ほう告こくしたら、すぐにかかってきたんだ。根ねほり葉はほり聞きかれて、もう疲ひ労ろうマックスだ。

「そんなことないよー。思おもい返かえしてみれば、おもしろい話はなしもできなかったし、先せん輩ぱいはつまらなかったかも……」

『いやいやそんなことないって。先せん輩ぱい、笑わらって帰かえっていったんでしょ？』

「そうなんだけど……」

　先せん輩ぱいはいつも笑え顔がおだ。

　部ぶ活かつをやっているときこそ真しん剣けんな表ひょう情じょうだったけど、友ともだちに囲かこまれているときもそれは変かわらない。

　わたしだけが特とく別べつってわけじゃないんだ。

「わたしは先せん輩ぱいと帰かえれて嬉うれしかったけど、先せん輩ぱいもそうだったらいいのになって思おもっちゃって」

『そっか……。楽たのしかった？』

「うん」

『ドキドキした？』

「……した」

『もっと一いっ緒しょに？』

「いた、かった……」

　顔かおが熱あつくなって、うつむいてしまう。

　スマホの向むこうで千ち帆ほちゃんがふふっと笑わらった。

『「わたしのこと、好すきになってくれたらな」って？』

　それは千ち帆ほちゃんが貸かしてくれた本ほんの中なかに出でてくるセリフだった。

　すごくときめく恋れん愛あい小しょう説せつで、二人ふたりできゃーきゃー言いいながら読よんだ。

　わたしは顔かおが熱あつくなって、返へん事じができなくなってしまった。

　だって思おもってしまったんだもん。

　先せん輩ぱいがわたしのことを好すきになってくれたらいいのにな、って。

『沈ちん黙もくは肯こう定ていと受うけ取とるぞー？』

「そんなこと……！　なくも、ない……」

　さすがは千ち帆ほちゃん。わたしの気き持もちなんてお見み通とおしだ。

　わたしの声こえは、だんだん小ちいさくなっていってしまう。

　なんだかいろいろたえきれずに、シャーペンをぐるぐる動うごかした。

「なんだか欲よくばりになっちゃったみたい」

『それが恋れん愛あいってものだよ！　よく知しらないけど！』

「なにそれ！」

　千ち帆ほちゃんの言いい方かたがおかしくて、二人ふたりで吹ふき出だしてしまった。

『でもまぁ、ほのちゃんのペースでね』

「うん、ありがとう……ってわぁ！」

　わたしは手て元もとのノートを見みて、おどろいた。

　いつの間まにか、ノートに先せん輩ぱいの似に顔がお絵えを描かいちゃってた！

『どうしたの!?』

　スマホの向むこうでは、千ち帆ほちゃんがあせったように聞きいてくる。

　こんなはずかしいこと、とてもじゃないけど言いえないよ！

「なっ、なんでもないよ！　大だい丈じょう夫ぶ！」

　無む意い識しきってこわいなぁ。気きをつけないと……。

　とりあえずわかったことは、恋こいバナをしながら宿しゅく題だいはむりってことだ。

　わたしは通つう話わを終しゅう了りょうさせると、先せん輩ぱいの絵えをいそいで消けした。

　これは明日あした提てい出しゅつしないといけないノートだったからね。
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　週しゅう末まつに梅雨つゆ入いりしたみたい。

　廊ろう下かの窓まどからは、しとしとと雨あめが降ふる様よう子すが見みえていた。

　レナ先せん輩ぱいのお手て伝つだいで、画が材ざいを美び術じゅつ室しつに運はこぶ途と中ちゅう。わたしは段だんボール箱ばこを抱かかえなおした。

「手て伝つだってくれてありがとね、ほのかちゃん」

「このくらい、いつでも言いってください」

　これは部ぶ活かつで使つかうものなんだって。

　文ぶん化か祭さいやコンクールに使つかうから、たくさん買かったって先せん生せいが言いっていた。

　廊ろう下かを曲まがったところで、見みなれたうしろ姿すがたが見みえた。

「あ、すばる！」

　先せん輩ぱいたちが振ふり返かえって、わたしはドキッとなる。村むら瀬せ先せん輩ぱいと岡おか本もと先せん輩ぱいだった。

　普ふ通つうに、普ふ通つうに……。

「これから部ぶ活かつ？」

「おう。レナも？　ていうかそれ重おもそうじゃん。持もつよ」

「見みかけほど重おもくないんだよー」

「方ほう向こう一いっ緒しょなんだし、いいよ」

　そう言いって岡おか本もと先せん輩ぱいはひょいっとレナ先せん輩ぱいの段だんボール箱ばこを持もってしまう。

　わぁ、なんだか彼かれ氏しっぽいなぁ。

「ほのちゃんも貸かしてー？」

　なんてぼんやりと考かんがえてたら、わたしの段だんボール箱ばこも村むら瀬せ先せん輩ぱいに取とられてしまった。

「あっ、えっ、でも……」

「いいからいいから。この流ながれでほのちゃんだけに持もたせてたら、俺おれがレナに怒おこられちゃう」

「怒おこんないから！　でも持もってもらいなよ、ほのかちゃん」

　レナ先せん輩ぱいはパチンとウインクをする。

「えと、じゃあ、お言こと葉ばに甘あまえて……」

　ちょっとドキドキしちゃった。

　持もってもらうのを彼かれ氏しっぽいなぁと思おもった直ちょく後ごだったし、少すこし指ゆびが触ふれちゃったし……。

　自し然ぜんとレナ先せん輩ぱいたちのうしろを、村むら瀬せ先せん輩ぱいと並ならんで歩あるくかたちになった。

「そういえば、もうすぐ試し合あいだったよね？　どう？　調ちょう子しは」

　レナ先せん輩ぱいが切きり出だした。

「悪わるくない……けど、最さい初しょに去きょ年ねんの優ゆう勝しょう校こうと当あたるんだよなぁ」

「がんばってよー？　応おう援えんに行いくから！」

「サーンキュ！」

　前まえを歩あるく二人ふたりが、楽たのしそうに話はなしている。

「試し合あい……」

「来らい週しゅうの土ど曜よう日びなんだ。よかったらほのちゃんも来こない？」

「えっ!?」

　となりを歩あるく村むら瀬せ先せん輩ぱいから誘さそわれて、思おもわず変へんな声こえが出でちゃった。

　その声こえを断ことわりたいものだと思おもったのか、先せん輩ぱいの表ひょう情じょうが不ふ安あんそうになる。

「あ、でも予よ定ていがあるならいいんだけど……」

「大だい丈じょう夫ぶです！　行いきます！」

　あわわ行いくって言いっちゃった！　予よ定ていはなかったから大だい丈じょう夫ぶなんだけど。

　でも嬉うれしそうな先せん輩ぱいの顔かおを見みたら、行いくって言いってよかったな。

「ありがとう。俺おれ、がんばるから！」

　満まん面めんの笑えみでそんな風ふうに言いわれたら、ときめいちゃうよー！
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　夏なつ休やすみ前まえのこの時じ期き。大おお舞ぶ台たいを控ひかえているのは、運うん動どう部ぶだけじゃないみたい。

　昼ひる休やすみに千ち帆ほちゃんの席せきでおしゃべりしてたら、足あし元もとになにか転ころがってきた。

「糸いと？」

「あ、ごめん工く藤どうさん。それ私わたしの」

　吹すい奏そう楽がく部ぶの子こたちが裁さい縫ほうしていたみたい。机つくえいっぱいに布ぬのや手しゅ芸げい道どう具ぐが広ひろげられている。

「なに作つくってるの？」

「これ？　これはお守まもりだよー」

「お守まもり？」

　吹すい奏そう楽がく部ぶの子こたちは、「うちの部ぶの伝でん統とうなの」と言いいながら、作つくってるものを見みせてくれた。

　小ちいさな袋ふくろに、『金きん』という文も字じの刺ししゅうが入いれられている。

「夏なつ休やすみに入はいったら、コンクールがあるの。私わたしたちは出でられないけど、先せん輩ぱいたちには金きん賞しょう取とってもらいたいじゃん？　だからこれは、『金きん賞しょう取とれますように』って」

「手て紙がみも入いれるんだー」

　そう言いうみんなの表ひょう情じょうに、なんだか胸むねがあったかくなった。

　先せん輩ぱいたちを想おもう気き持もちが伝つたわってくる。

「お守まもりかぁ」

　わたしは千ち帆ほちゃんに向むき直なおって、つぶやいた。

　千ち帆ほちゃんがにんまりと笑えみを浮うかべてくる。

「いいんじゃない？　先せん輩ぱい、喜よろこぶと思おもうよー？」

「ま、まだなにも言いってないよ!?」

　あいかわらず千ち帆ほちゃんはわたしのことなんてお見み通とおしで、あせってしまう。

　千ち帆ほちゃんは頬ほお杖づえをついて、楽たのしそうだ。

「告こく白はくとかしないの？」

「え!?　むりだよ!!」

「なんで？」

「なんでって……」

　考かんがえたこともなかった。

「つきあえたら、とか言いったこともあったけど、具ぐ体たい的てきには想そう像ぞうもつかないっていうか」

「そっかぁ。でも、一いっ歩ぽ踏ふみ出だしてみてもいいんじゃない？」

　わたしはうーんと考かんがえ込こむ。

　このままなにもせずにいたら、なにも変かわらないままなのかな。

　先せん輩ぱいと話はなせるだけで嬉うれしいけど、もし先せん輩ぱいに彼かの女じょとかできたりしたら……？

「告こく白はく、してみよっかな」

「ほんと!?」

「うん……。お守まもり渡わたすときに、とか、どうかな……？」

　わたしがおずおずと言いうと、千ち帆ほちゃんは難むずかしそうな顔かおをした。

「うーん。試し合あい終おわってからの方ほうが、いいんじゃない？」

「そう？」

「だっていま告こく白はくしたら、試し合あいに集しゅう中ちゅうできなくなっちゃうんじゃないかな。ほのちゃんが気き持もちを伝つたえようって思おもったのはいいと思おもうけど、私わたしは試し合あいのあとがいいと思おもう」

「そっか……。じゃあ、お守まもり渡わたすときに、誘さそってみようかな」

「いいと思おもう！　がんばってね！　応おう援えんするよ」

「うん、ありがとう！」

　いざ告こく白はくするって決きめたら、緊きん張ちょうしてきた……！

　どんな返へん事じをもらえるかわからないけど、まずはお守まもり作づくりをがんばらなきゃ！
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「やっぱり重おもいかなぁ」

　試し合あいの前ぜん日じつ。わたしは体たい育いく館かんの前まえで、先せん輩ぱいを待まっていた。

　もちろんお守まもりを渡わたすためなんだけど……。

「いまさらなに言いってるの!?　せっかく作つくったんじゃん！」

「そうなんだけど……」

　手てには、赤あかいフェルトで作つくったお守まもり。手て紙がみだって入いれた。

　千ち帆ほちゃんについてきてもらっていた。

　体たい育いく館かんから出でてきたところで、先せん輩ぱいを呼よぶつもりなんだ。

　でも、直ちょく前ぜんになって怖おじ気けづいてきちゃった。

　手て作づくりって、もしかしたら重おもいかな？

「大だい丈じょう夫ぶだって。応おう援えんしてもらって嬉うれしくない人ひとなんていないよ」

「ほんとに!?　手て作づくりだよ!?」

　吹すい奏そう楽がく部ぶの子こたちは、部ぶの伝でん統とうだって言いってた。

　でも、わたしと先せん輩ぱいは同おなじ部ぶ活かつってわけじゃないし、バスケ部ぶにお守まもりの伝でん統とうがあるかもわからない。

　千ち帆ほちゃんの言いうとおりいまさらだけど、渡わたしていいものか迷まよってしまっていた。

「ほのちゃん！　先せん輩ぱい来きたよ！」

「えぇ!?　待まって！　心こころの準じゅん備びが……」

　あぁ、でも早はやくしないと先せん輩ぱいが行いっちゃう！

　えーい、なるようになれ！

　わたしは勇ゆう気きを振ふりしぼって、顔かおを出だした。

「村むら瀬せ先せん輩ぱい！」

　先せん輩ぱいが振ふり向むいて、その顔かおがぱっと明あかるくなる。

「ほのちゃん、どうしたの？　今日きょう部ぶ活かつだったっけ？」

　他ほかの部ぶ員いんが近ちかくにいなくてよかった。

　千ち帆ほちゃんは「がんばれ」と言いって、校こう舎しゃの方ほうに戻もどっていってしまった。

「えっと……。先せん輩ぱいに渡わたしたいものがあって……」

　あぁ心しん臓ぞうがバクバクする！

　先せん輩ぱいがふしぎそうに首くびを傾かしげている。

　勇ゆう気きを出だして、渡わたさなきゃ！

「これ！　明日あしたの試し合あいがんばってください！」

　わたしは両りょう手てでお守まもりを突つき出だした。目めもつぶって、先せん輩ぱいの反はん応のうを見みる余よ裕ゆうなんてない。

　いらないって言いわれたらどうしよう……。手てが震ふるえてくる……！
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「これ、ほのちゃんが作つくってくれたの？」

「はい……」

　手て作づくりは重おもいって思おもわれたらどうしよう！

　だめだ、逃にげ出だしたくなってきた……。

　わたしがぐるぐる考かんがえていると、手ての中なかからお守まもりの感かん触しょくが消きえた。

　思おもわず顔かおを上あげたら、先せん輩ぱいがほほえんでいた。

「ありがとう。試し合あい、がんばるね」

「～～はい！　がんばってください！」

　よかった～！

　本ほん当とうに、受うけ取とってもらえなかったらどうしようかと思おもった。

「ありがとう。なんか優ゆう勝しょうできる気きがしてきたよ」

「いやいや大おおげさですよ！　でも、あの……。がんばってください……」

「うん、ありがとう」

　先せん輩ぱいの満まん面めんの笑えみに、わたしは胸むねがいっぱいになっちゃった。

　そうだ！　お守まもり渡わたして満まん足ぞくしちゃだめなんだった！　試し合あいのあとに話はなしがあるって言いわなきゃ。

「先せん輩ぱい！　あの、試し合あいのあと……」

「つかさー」

　女じょ子しの声こえがして、先せん輩ぱいは振ふり返かえった。

　そこにはジャージ姿すがたの女じょ子しがいて、わたしは口くちをつぐんでしまう。

　この人ひとたしか、バスケ部ぶのマネージャーさんだ。

「明日あしたのことで、ちょっと確かく認にんしておきたいことがあるんだけど」

「うん、いま行いく！　じゃあほのちゃん、また明日あしたね。お守まもりありがとう！」

　先せん輩ぱいはそう言いって走はしっていってしまった。

　結けっ局きょく言いえなかったな……。

　でもいま誘さそって、気きにさせてもいけなかったかもしれない。

　考かんがえ込こんでいると、千ち帆ほちゃんが駆かけ寄よってきた。

「ほのちゃん！　がんばったね」

「うん……」

　千ち帆ほちゃんが背せ中なかをぽんぽん叩たたいてくれる。

　とにかく、お守まもりは渡わたせたんだし！　明日あしたはしっかり応おう援えんしなきゃ！
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　試し合あい当とう日じつ。天てん気きは快かい晴せい！

　だけどわたしはうんうん唸うなっていた。

「ほのちゃん、暗くらいよー？」

「うん……」

　昨日きのうのことがちらついて、よく眠ねむれなかった。

　気き持もちを伝つたえようって意い気き込ごんでいただけに、なんだか心こころがしぼんじゃったみたい。

「私わたしから勧すすめておいてなんだけど、あせらなくてもいいんじゃない？　ほのちゃんの心こころの準じゅん備びができてないなら」

「そうなんだけど……」

「とーにーかーく！　応おう援えんがんばろ！　暗くらい顔かおしてちゃ、先せん輩ぱいもがっかりするよ」

「そう、だよね」

　自じ分ぶんのことでいっぱいいっぱいになってたけど、今日きょうはそのために来きたんだ。

　応おう援えんはちゃんとやらなきゃ。

「十時じからだっけ？　ちょっといそごうか」

　千ち帆ほちゃんに言いわれて時と計けいを見みる。

　始はじまるにはまだ早はやいけど、いい席せきを取とるためにはちょっといそいだ方ほうがよさそうだ。

　市し民みん体たい育いく館かんに入はいって、観かん客きゃく席せきの階かい段だんをあがる。

　観かん客きゃく席せきには、たくさんの女じょ子しがいた。

「さすがバスケ部ぶだね。かっこいい先せん輩ぱいが多おおいから」

「そ、そうなの？」

　ぜんぜん知しらなかった。

　そういえば、バスケ部ぶの中なかには応おう援えん団だんの先せん輩ぱいも多おおかった気きがする。体たい育いく祭さいで人にん気きになったりしたのかな。

　そこではっとした。

「もしかして村むら瀬せ先せん輩ぱいも……？」

　わたしが千ち帆ほちゃんに聞きこうとした瞬しゅん間かん、歓かん声せいが上あがる。

「村むら瀬せせんぱーい！」

　何なん人にんかの声こえが重かさなる。

　固かたまったわたしに、千ち帆ほちゃんはこくりとうなずいた。

「もちろん、人にん気きの先せん輩ぱいの一人ひとり」

　さっきの子こたちの「きゃー！」という声こえが聞きこえた。

　コートの方ほうを見みてみると、村むら瀬せ先せん輩ぱいが出でてきたところだった。

　先せん輩ぱいって、こんなに人にん気きだったんだ……。副ふく団だん長ちょうをしてたくらいだもんね。

　告こく白はくとか、されたりしたのかな……？

　わたしがぐるぐる考かんがえている間あいだに、笛ふえが鳴なって試し合あいが始はじまった。

　今日きょうの対たい戦せん相あい手ては、となり町まちの神くわ水みず中ちゅう学がっ校こう。去きょ年ねん優ゆう勝しょうの強きょう豪ごう校こうなんだって。

　京きょう塚づか中ちゅうはベスト８エイトって聞きいたから、ちょっと手てごわい相あい手てみたい。

　点てんを取とるたびに拍はく手しゅが湧わいて、わたしも一いっ緒しょに拍はく手しゅをする。

　観かん客きゃく席せきから「ナイスシュート！」とか「ファイトー！」とか歓かん声せいが上あがるけど、わたしは声こえを出だせずにいた。

　こんなに歓かん声せいが上あがってるんだもん。わたしの応おう援えんなんていらないんじゃないかな……。

「ほのちゃん！　声こえ出だしていかなきゃ！」

「でも、わたしの声こえなんか届とどかないだろうし……」

「でもお守まもり喜よろこんでくれたじゃん！」

「そ、それは……」

　お守まもりを受うけ取とってくれたときの先せん輩ぱいの顔かおが、頭あたまに浮うかんだ。

　先せん輩ぱいに応おう援えんするって言いったのに、これでいいの？

　そのときだった。

「あー！」

　残ざん念ねんそうな声こえがひびく。

　コートの方ほうを見みてみると、うちのチームが点てんを取とられたところだった。

　点てん数すうボードを見みると、いつの間まにか点てん差さが開ひらいて、負まけてしまっている。

　残のこり時じ間かんはわずか。このままじゃ負まけちゃうんじゃないかという空くう気きが、観かん客きゃく席せきには広ひろがっている。

　何なん人にんかはまだ応おう援えんしてるけど、それでも最さい初しょのような勢いきおいはない。

　ふと村むら瀬せ先せん輩ぱいに目めがいった。

「ディフェンス戻もどれ！」

　先せん輩ぱいはあきらめていなかった。

　声こえを上あげて、チームメイトをはげまして、コートの中なかを走はしる。

　それを受うけて、チームメイトのみんなもやる気きを取とり戻もどしていく。

　コートの中なかは、まだまだ熱あつかった。

　先せん輩ぱいがこんなにがんばってるのに、わたしはだまったままでいていいの？

　わたしはぎゅっとこぶしを握にぎった。すうっと息いきを吸すう。

「がっ……がんばれー!!」

　観かん客きゃく席せきのみんなの視し線せんが集あつまって、わたしは少すこしひるんだ。

「ほのちゃん……」

　となりで千ち帆ほちゃんの気きづかうような声こえが聞きこえるけど、わたしは注ちゅう目もくされてそれどころじゃない。

「がんばれー！」

　思おもわず振ふり向むいたわたしに、千ち帆ほちゃんは深ふかくうなずいた。

　一いっ緒しょに応おう援えんしてくれるんだ……。わたしもひるんでないで、もっと応おう援えんしよう！

「ファイトー！」

「京きょう塚づかいけー！」

　わたしたちは必ひっ死しになって応おう援えんする。

「まだ試し合あい終おわったわけじゃなくない？」

「そうだよね！　もっと応おう援えんしよう！」

　近ちかくにいた子こたちが言いった。

　選せん手しゅたちはきっと、あきらめるなんてことは考かんがえていない。必ひっ死しに走はしる姿すがたに、観かん客きゃく席せきも熱ねつを取とり戻もどしていくみたい。

　観かん客きゃく席せきのみんなは、前まえのめりになってまた応おう援えんし始はじめた。

「ほのちゃん」

「うん……！」

　言いわなくてもわかった。

　わたしたちも、あきらめるなんて考かんがえちゃだめだ。最さい後ごの最さい後ごまで応おう援えんするんだ。

「京きょう塚づか中ちゅうがんばれ！」

　先せん輩ぱいはコートの中なかを駆かけ回まわる。

　得とく意いのパスで、ボールを取とっては味み方かたに回まわしていく。

　先せん輩ぱいのパスは的てき確かくだ。絶ぜつ妙みょうな位い置ちにパスを出だして、受うけた人ひとは次つぎ々つぎとシュートを決きめていく。

　相あい手てのチームが優ゆう勢せいだったのに、いつの間まにか同どう点てんに並ならんでいた。

「先せん輩ぱいがんばれー！」

　気きづいたら、わたしは何なん度ども叫さけんでいた。

　むりだとか、あきらめようかなとか、そんな考かんがえは吹ふき飛とんでしまっていた。

　わたしの応おう援えんが、少すこしでも先せん輩ぱいの力ちからになってくれるといい。

　先せん輩ぱいは、最さい後ごまであきらめずに戦たたかっている。

　それならわたしも、最さい後ごまで応おう援えんしたい。
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　なんの力ちからにならなくても、わたしにできることなんてそれくらいだ。

　いや、そんなに難むずかしく考かんがえることじゃないのかも。

　先せん輩ぱいが好すき。だから応おう援えんする。ただそれだけなんだ。

　たとえ叶かなわなさそうな恋こいだとしても、あきらめたくない。

　そのときだった。ボールが先せん輩ぱいのところへ来きた。

　チームメイトたちには相あい手てチームのマークがついていて、パスを回まわせそうにない。

　ためらいは一いっ瞬しゅん。先せん輩ぱいはドリブルとともに走はしり出だした。

「村むら瀬せくーん！」

「先せん輩ぱいいっけー！」

　応おう援えんの熱ねつも最さい高こう潮ちょうだ。

　同どう点てん。残のこり時じ間かんはあと10秒びょう。

　すべてはここで決きまる。

「村むら瀬せせんぱーい！　がんばれー！」

　わたしも必ひっ死しで声こえを出だす。

　心しん拍ぱく数すうが上あがる。

　勝しょう敗はいが決きまる得とく点てんを、先せん輩ぱいが決きめるかもしれない。

　そう思おもったら、目めを離はなすなんてことはできない。

　先せん輩ぱいは走はしる。向むかってくる相あい手ての腕うでをすり抜ぬけて、ゴールはもう目もく前ぜん。

　その目めがゴールをとらえた。先せん輩ぱいの手てからボールが離はなれる。

　ボールは放ほう物ぶつ線せんを描えがいてゴールへと向むかっていく。

　そして──。




　ビー!!




　試し合あい終しゅう了りょうのブザーが鳴なりひびいた。

「わぁぁぁ!!」

　思おもわず千ち帆ほちゃんに抱だきついてしまった。

　先せん輩ぱいが放はなったシュートは、みごとに決きまっていた。勝しょう利りが決きまった瞬しゅん間かんだった。

　観かん客きゃく席せきだけでなく、コートの中なかでも抱だき合あい、歓かん声せいがわいている。

「よかった……。よかったね！」

「うん……！」

　千ち帆ほちゃんの言こと葉ばに、わたしはうなずくことしかできない。

　コートを見み下おろしてみる。先せん輩ぱいはチームメイトに囲かこまれて笑わらっていた。

　本ほん当とうによかった。

　わたしは涙なみだぐみながら、みんなと一いっ緒しょに拍はく手しゅをしていた。
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　試し合あいが終おわって、わたしたちは出で口ぐちのところに立たっていた。

　千ち帆ほちゃんが気きづかわしげに、顔かおをのぞき込こんできた。

「本ほん当とうに告こく白はくするの？」

「うん……。やっぱりちゃんと、気き持もちを伝つたえたい」

　ちょうどいいタイミングなんてわからない。

　だけど、このままなにもせずにいたら、またあきらめちゃおうかなって思おもってしまうかもしれない。

　さっきはちゃんと応おう援えんできたんだし、いまなら言いえるかもって気きがしてきた。

「もうちょっと、待まってみてもいい？」

「もちろん！」

　千ち帆ほちゃんがうなずいてくれて、ほっとした。

　中なかをのぞくと、ちょうど先せん輩ぱいが出でてくるところだった。

「先せん輩ぱい！」

　わたしに気きづいた先せん輩ぱいが、顔かおを上あげる。そして駆かけ寄よってきた。

「ほのちゃん！　千ち帆ほちゃんも。待まっててくれたんだ」

「はいっ。あの、お疲つかれさまでした」

　千ち帆ほちゃんが小ちいさな声こえで「向むこうで待まってるね」と言いって去さっていく。

　ここからは一人ひとりでがんばらなきゃ。

　わたしたちは、出で口ぐちのじゃまにならないように、木こ陰かげに移い動どうした。

　先せん輩ぱいが目めの前まえに立たって、わたしたちの間あいだに沈ちん黙もくが落おちる。

　な、なにか言いわなきゃ！

「えっと、来きてくれてありがとね」

　先さきに口くちを開ひらいたのは、先せん輩ぱいだった。

「いえ……。あのっ、おめでとうございます。すごかったです。最さい後ごの」

「あはは。まぐれだよ」

「そんなことないです！」

　先せん輩ぱいのあきらめないという気き持もちが、相あい手てチームに勝かったんだ。

　それがわたしにも伝つたわってきたんだもん。

　こぶしを握にぎるわたしに、先せん輩ぱいは「ありがとう」と嬉うれしそうだ。

「わたし、先せん輩ぱいに伝つたえたいことがあって……」

　心しん臓ぞうがバクバク言いい出だした。

　言いわなきゃ……。先せん輩ぱいが好すきですって。

　でも、緊きん張ちょうして言こと葉ばが出でてこない。

　黙だまり込こんでしまったわたしに、先せん輩ぱいはふわっと表ひょう情じょうをゆるめた。

「ほのちゃんの応おう援えん、聞きこえてたよ。ありがとう」

「え!?　聞きこえてたんですか!?」

　あの声せい援えんの中なか!?

　なんかはずかしい……。でも、少すこしは先せん輩ぱいの力ちからになれたのかな？

　先せん輩ぱいはうしろ頭あたまをかいた。

「ほんとのこと言いうと、シュート、いけるか不ふ安あんだったんだ。俺おれはパスの方ほうが得とく意いだし、あの場ば面めんなら、もっと確かく実じつに決きめられるやつに回まわすべきだったかもしれない……。だけど、ほのちゃんの応おう援えんが聞きこえたから、いいとこ見みせたいと思おもっちゃった」

　先せん輩ぱい……。

　それはどういう意い味み？　いい意い味みで取とっちゃってもいいの……？

　先せん輩ぱいがまっすぐにわたしを見みつめてくる。その表ひょう情じょうは、どこか緊きん張ちょうしていた。

　わたしにもその緊きん張ちょうが伝つたわってきて、ほおが熱あつくなってくる。

　夕ゆう暮ぐれ時どきの風かぜはなんだか涼すずしくて、ほてったほおを冷ひやしていく。

　先せん輩ぱいの顔かおも赤あかく染そまって見みえるのは、きっと夕ゆう日ひのせいだけじゃない。

　目めと目めが合あって、心しん臓ぞうが跳はねる。

「ほのちゃんのことが好すきだから。今日きょう勝かてたら、そう伝つたえようと思おもってたんだ」

　本ほん当とうに？　聞きき間ま違ちがえじゃないよね？

　信しんじられなくて、頭あたまがくらくらしてきた。

「よかったら、俺おれとつきあってください」

　聞きき間ま違ちがえなんかじゃない。

　先せん輩ぱいの顔かおは真まっ赤かになっていて、真しん剣けんそのものだ。
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「はい……」

　そう返へん事じをするのがやっとだった。嬉うれしすぎて涙なみだが出でてきそう。

　わたしの返へん事じに、先せん輩ぱいは目めを見み開ひらいた。

「ほんとに!?　ほんとにいいの!?」

「はい。わたしも、先せん輩ぱいのことが、好すきって言いおうと思おもってたんです……」

　はずかしすぎて、声こえが尻しりすぼみになっちゃった。

　だけどここにはわたしと先せん輩ぱいの二人ふたりしかいなくて、どんな小ちいさな言こと葉ばも伝つたわってしまう。

　先せん輩ぱいが急きゅうにしゃがみこんだ。両りょう手てで口くち元もとを押おさえている。

「先せん輩ぱい？」

「あー……。信しんじられなくて……。どうしよう、めちゃくちゃ嬉うれしい」

　そんなの、わたしだって一いっ緒しょだ。

　照てれまくってる先せん輩ぱいがなんだかかわいくて、わたしもふふっと笑わらってしまった。

　先せん輩ぱいが口くちをとがらせて、見み上あげてくる。

「笑わらうなよー」

「ふふっ、ごめんなさい」

　ちょっとふくれっ面つらを浮うかべた先せん輩ぱいだけど、しばらく目めを合あわせると、へへっと笑えみを浮うかべた。

「あっ、そうだ」

　先せん輩ぱいはそう言いうと、立たち上あがってかばんをあさる。

　取とり出だしたのは、わたしがあげたお守まもりだった。

「そういえば、お守まもりありがとね。これのおかげで、落おち着ついて試し合あいができたんだ」

「そんな、先せん輩ぱいの実じつ力りょくですよ」

　持もっててくれたんだ。

　嬉うれしくてにやけてしまいそうで、わたしは変へんな顔かおにならないよう顔かおに力ちからを入いれる。

「これって中なか身み、なにが入はいってるの？」

「えっと、その……」

　吹すい奏そう楽がく部ぶの子こたちにならって手て紙がみを入いれたんだけど、まさか聞きかれるとは思おもわなかった。

　答こたえられずにいると、先せん輩ぱいがにこーっと楽たのしそうな顔かおをする。

「開あけてもいい？」

　そう聞きいちゃうよね！

　その顔かおはずるいよー。だめなんて言いえない！

　こくんとうなずくと、先せん輩ぱいはお守まもりを開あけて中なかから手て紙がみを取とり出だした。

　読よんでいる間あいだ、先せん輩ぱいがどんな顔かおをするかなんて見みてられない！

　わたしは両りょう手てで口くち元もとを押おさえて、ぎゅっと目めを閉とじた。

　手て紙がみを開ひらく音おとが聞きこえる。静しずかなときが流ながれて、緊きん張ちょうが高たかまっていく。

　あぁ、反はん応のうがこわいよー！

「ほのちゃん」

「はい！」

　読よみ終おわった先せん輩ぱいが、わたしの名な前まえを呼よぶ。

　わたしは両りょう手てを下おろして、大おおきな声こえで返へん事じをした。そーっと目めを開あける。

　先せん輩ぱいは、ほほえんでいた。

「やっぱり、ほのちゃんのおかげだ」

　手て紙がみに書かいたのは、『がんばってください』っていうことと、『勝かてますように』という言こと葉ばだった。

　先せん輩ぱいはこれまでがんばってきたんだから、ぜったい大だい丈じょう夫ぶだって書かいた。

　本ほん当とうは『好すき』って書かきたかったけど、見みられちゃうかもしれないし、お守まもりなんだから『勝かてますように』って気き持もちを詰つめ込こんだ。

「覚おぼえてる？　体たい育いく祭さいの準じゅん備びのとき、パネルが破やぶれちゃったことあったじゃん？　あのときレナのことを心しん配ぱいしててさ。ほのちゃんもショックだっただろうに、人ひとのことを気きにかけて、いい子こだなぁって思おもったんだよ」

　先せん輩ぱい、そんな風ふうに思おもってくれてたんだ。

「でも、思おもえば入にゅう学がく式しきのあのときから、気きになってたのかもしれない。ケガしてるのに、俺おれのことばっか心しん配ぱいしてさ。お守まもりをくれて、応おう援えんもしてくれて、すっごく力ちからをもらってたんだよ。だから、ほのちゃんのおかげ」

　わたしはただ、「がんばれ」って応おう援えんしてただけだ。

　だけど先せん輩ぱいの声こえも表ひょう情じょうも優やさしくて、なにも言いえなくなっちゃった。

「本ほん当とうに、ありがとね」

　先せん輩ぱいの優やさしい表ひょう情じょうに、胸むねがいっぱいになってしまう。

「わ、わたしだって、先せん輩ぱいのいいところ、いっぱい知しってます！　優やさしいし、みんなに頼たよりにされてるし、なんだか犬いぬっぽくてかわいいのに、応おう援えん団だんをやってる姿すがたはかっこいいし……。あとバスケがうまいし！」

　あぁ、先せん輩ぱいみたいにもっとちゃんといいところを言いいたいのに、なんだか支し離り滅めつ裂れつになっちゃう！

　先せん輩ぱいもきょとんとしてるし！

　でも先せん輩ぱいはぷっと吹ふき出だして、「ありがとね」って言いってくれた。

　夕ゆう暮ぐれ時どきの涼すずしい風かぜが、わたしたちの間あいだを吹ふき抜ぬけていく。

　先せん輩ぱいの柔やわらかそうな髪かみがゆれて、やっぱりさわり心ごこ地ちがよさそうだなぁなんて思おもってしまう。

「じゃあ、これからよろしくね」

　そう言いって先せん輩ぱいは、照てれくさそうに右みぎ手てを差さし出だしてくる。

　わたしはそろそろと、自じ分ぶんの右みぎ手てをその手てに重かさねた。

「はい……！」

　初はじめてふれた先せん輩ぱいの手ては、あたたかかった。
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「じゃあ、帰かえろっか」

「え!?」

　先せん輩ぱいにそう言いわれて、わたしは飛とび上あがってしまう。

　そっか。つきあい始はじめたんだから、一いっ緒しょに帰かえるってのもアリなんだ。

　うわわ緊きん張ちょうする……！

「あ、でも千ち帆ほちゃんが」

　わたしが言いいかけたところで、スマホが鳴なった。




　うまくいったんだよね!?　おめでとう！

　私わたし、先さきに帰かえるね～。今こん度どくわしく話はなし聞きかせてね！




　千ち帆ほちゃんからのメッセージには、ハートマークやくすだまの絵え文も字じが舞まっていた。

　喜よろこびいっぱいのメッセージに、胸むねがあったかくなっていく。

「そっか、千ち帆ほちゃんと来きてたんだよね」

「あっ、えっと、先さきに帰かえるそうです。たぶん、気きをつかってくれたみたいで」

「そうなの？　なら、今こん度どお礼れいしないとな」

　思おもえば千ち帆ほちゃんには、いっぱい協きょう力りょくしてもらった。感かん謝しゃしてもしきれないくらいだ。




　ありがとね[image: ]




　わたしはそう返へん信しんして、一いっ緒しょに歩あるき出だした。
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　先せん輩ぱいと歩あるく帰かえり道みちは、なんだかふわふわして夢ゆめみたいだった。

　ぽーっとしていると、腕うでを引ひかれる。

「ほのちゃん、こっち」

　急きゅうに先せん輩ぱいが言いって、場ば所しょを変かわった。

　あ、先せん輩ぱいが車しゃ道どう側がわを歩あるいてくれてるんだ……。

「ありがとうございます……」

　気きづいたらはずかしくなっちゃって、わたしは地じ面めんに視し線せんを落おとした。

　ちらっと先せん輩ぱいの方ほうを見みると、なんだか照てれくさそうにしている。

　はずかしいのは、先せん輩ぱいも一いっ緒しょなのかな？

　先せん輩ぱいはいつもより口くち数かずが少すくないようで、わたしと同おなじくらい緊きん張ちょうしてるみたい。

「えっと……。今日きょう勝かててよかったよ」

「ほ、ほんとに。次つぎは地ち方ほう大たい会かいですか？」

「うん。夏なつ休やすみに入はいってからだね」

　なんだか会かい話わもぎこちなくて、照てれてしまう。

　だって、ただの先せん輩ぱい後こう輩はいからカレカノになったばかりなんだもんね。

　なんだかもう、いっぱいいっぱいだ。

「そうだ、連れん絡らく先さき交こう換かんしとこうよ」

「～～はい！」

　そういえばまだ知しらなかった。

　ドキドキしながらスマホを出だして、連れん絡らく先さきを交こう換かんする。

　これでいつでも連れん絡らくできるんだなぁ……。

　気きづいたら、うちの家いえの前まえまで来きてしまっていた。

「じゃあ、また明後日あさって」

　あんなに緊きん張ちょうしてたのに、いざお別わかれとなるとさみしくなっちゃう。

　早はやく明後日あさってが来くればいいのになぁ。
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　家いえに入はいって、自じ分ぶんの部へ屋やのベッドに座すわった。

　まだ心しん臓ぞうがドキドキ言いっている。

　先せん輩ぱいとつきあうことになったなんて、信しんじられない……。夢ゆめじゃないよね？

　わたしが手てで顔かおをあおいでいると、スマホが鳴なった。




　いま帰かえったよー

　今日きょうは応おう援えんありがとう！

　これからよろしくね[image: ]




　先せん輩ぱいからのメッセージだ。

　さっそく送おくってくれたんだなぁって、なんだか胸むねがくすぐったくなっちゃう。

　なんて実じっ感かんしてる場ば合あいじゃないや。返へん事じしなきゃ。




　こちらこそ、よろしくお願ねがいします！




　わたしはパタンとベッドに倒たおれこんで、メッセージを何なん度ども読よみ返かえす。

　ついにやけてしまうのが止とめられない。

　じっと画が面めんを見みつめる。

「えいっ」

　ピコンと音おとが鳴なって、スクショが撮とれた。

　画が像ぞうフォルダ、だれにも見みせられないや！
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「なんて浮うかれてばかりもいられない……」

　放ほう課か後ごの教きょう室しつ。わたしは教きょう科か書しょをかばんにしまいながら、つぶやいた。

　となりで千ち帆ほちゃんが首くびを傾かしげてくる。

「どうかした？」

「いや、もうすぐ期き末まつ試し験けんだなって……」

　中ちゅう学がく生せいのきらいな四よ字じ熟じゅく語ごランキング第だい一位いだと思おもう。期き末まつ試し験けん。正ただしくは四よ字じ熟じゅく語ごじゃないけど。




　あの試し合あいの日ひから、一週しゅう間かんが経たった。

　部ぶ活かつがある日ひは一いっ緒しょに帰かえったり、家いえではメッセージのやり取とりをしたり。

　嬉うれしくはあるんだけど、何なん度どやっても慣なれない！　毎まい日にちいっぱいいっぱいだ。

　先せん輩ぱいは余よ裕ゆうそうに見みえるから、なおさら。

　千ち帆ほちゃんがにやりと笑わらう。

「ははーん？　テストなんかより、村むら瀬せ先せん輩ぱいともっとラブラブしたいって話はなしだなー？」

「そうじゃなくて！」

　まったく、千ち帆ほちゃんは！

　その言こと葉ばを思おもわず否ひ定ていしちゃったけど、あながち間ま違ちがいでもないかもしれない。

　黙だまり込こむわたしに、千ち帆ほちゃんは身みを乗のり出だしてきた。

「なに？　なにかあったの!?」

「なにもないよ！　いや、えっとね……。浮うかれてないで、試し験けんがんばらなきゃなって……」

　試し験けん期き間かんに入はいってしまえば、部ぶ活かつも休やすみになる。一いっ緒しょに帰かえれるのかなってちょっと心しん配ぱいしたりもした。

　いやいやそんなことを言いってる場ば合あいじゃなくて、一いっ生しょう懸けん命めい勉べん強きょうしなきゃっていうのはわかるんだけど……。

「集しゅう中ちゅうしなきゃって思おもうんだけど、つい先せん輩ぱいのことを考かんがえちゃって」

「ほのちゃん、そんなんじゃ赤あか点てん取とっちゃうよ！　そしたら補ほ習しゅうで、夏なつ休やすみもつぶれちゃって、先せん輩ぱいとも遊あそべなくて……」

「わぁぁ！　それはやだよー！」

　なんておそろしいことを！

　千ち帆ほちゃんはにっと笑わらう。

「よし、それじゃあ図と書しょ室しつで勉べん強きょうして帰かえろっか」

「うん！」

　そうしてわたしたちは図と書しょ室しつへと向むかった。
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「あれ？　ほのちゃん？」

「先せん輩ぱい！」

　図と書しょ室しつに入はいろうとしたら、うしろから声こえをかけられた。

　振ふり返かえると、村むら瀬せ先せん輩ぱいと岡おか本もと先せん輩ぱいがやってきたところだった。

「期き末まつ試し験けんの勉べん強きょう？」

「はい！　あの、先せん輩ぱいもですか？」

「そうそう。すばるが数すう学がく教おしえろってうるさいから」

　そう言いって先せん輩ぱいは、岡おか本もと先せん輩ぱいを小こ突づいた。岡おか本もと先せん輩ぱいはにししと笑わらう。

「だって数すう学がくはつかさの方ほうが成せい績せきいいからさ～」

「先せん輩ぱい、数すう学がく得とく意いなんですか？　いいなぁ。わたし、数すう学がくはちょっとニガテで……」

　数すう字じを前まえにしたら、頭あたまが混こん乱らんしてきちゃう。

　うぅぅ、今日きょうの授じゅ業ぎょうを思おもい出だして、くらくらしてきた……。

「じゃあ、一いっ緒しょに勉べん強きょうする？」

「え？」

　思おもいがけない提てい案あんに、わたしはぽかんとした。

　先せん輩ぱいと一いっ緒しょに、勉べん強きょう会かい？

「おっ、じゃあ俺おれはじゃまかな～？」

「バッカ、なに言いってんだよ！」

　真まっ赤かになって、岡おか本もと先せん輩ぱいに食くいかかる村むら瀬せ先せん輩ぱい。

　つきあってること、岡おか本もと先せん輩ぱいには知しられてるんだ！　仲なか良よしだもんね。

　でも、ちょっとはずかしい……。

　どんな顔かおをしたらいいかわからなくて、そわそわするわたしに、千ち帆ほちゃんは背せ中なかをぽんぽん叩たたいてくれた。

「はいはい。じゃあ俺おれはレナと勉べん強きょうしてくるわ。またな～」

　言いうが早はやいか、岡おか本もと先せん輩ぱいはひらひらと手てを振ふりながら行いってしまう。

「あっ、そうだ。私わたしも悠ゆう馬まに教きょう科か書しょ返かえしてもらわないといけなかったんだった～」

「え？」

　千ち帆ほちゃんまでもがいなくなろうとする。

　待まって待まって!?　このパターンは前まえにもあったよね!?

　わたしは千ち帆ほちゃんの肩かたをがしりとつかんだ。

「千ち帆ほちゃん行いっちゃうの!?」

「そこまでヤボじゃないよ～。がんばってね！」

「千ち帆ほちゃん！」

　ぶんぶん手てを振ふりながら、千ち帆ほちゃんは行いってしまった。

　残のこされたわたしたちは、ちょっと気きまずいっていうか、照てれくさいっていうか……。

「えっと……。じゃあ、うちの教きょう室しつで勉べん強きょうする？　図と書しょ室しつだとしゃべれないし、いまなら教きょう室しつにだれもいないだろうし」

「はい……！」

　わー！　先せん輩ぱいと勉べん強きょう会かい！　なんだかカップルっぽい……！

　わたしはドキドキしながら、先せん輩ぱいと並ならんで歩あるき出だした。

　ちらりと横よこ目めで先せん輩ぱいを盗ぬすみ見みてみる。

　季き節せつはもうすっかり夏なつで、先せん輩ぱいはシャツにネクタイっていう夏なつ服ふくだ。

　やっぱり似に合あうなぁ、なんて思おもってしまって、ヨコシマな考かんがえにぶんぶんと頭かぶりを振ふる。

　だってだって……。そんなの、先せん輩ぱいの見みかけだけが好すきみたいじゃん！

「ほのちゃん、どうかした？」

「なんでもないです！」

　ふしぎそうにする先せん輩ぱいに、わたしはあわてて首くびを振ふった。




「よかった。もうみんな帰かえってた」

　三年ねん生せいの教きょう室しつの階かいは初はじめて来きた。机つくえの並ならびとかはわたしの教きょう室しつと変かわらないはずなのに、やっぱり雰ふん囲い気きが違ちがって変へんな感かんじだ。

「とりあえず、俺おれの席せきでいい？」

「はい！」

　わぁぁ先せん輩ぱいの席せき！

　先せん輩ぱいがイスを引ひいてくれて、わたしはドキドキしながらそっと座すわってみた。

　窓まど際ぎわ、うしろから二番ばん目めの席せきは、外そとの景け色しきがよく見みえる。

　下げ校こうしていく生せい徒との姿すがたが見みえて、これが先せん輩ぱいのいつも見みてる景け色しきなんだなぁって、ちょっと胸むねがくすぐったくなった。

「なんかおもしろいものでもあった？」

「いえっ。なんていうか、このながめが新しん鮮せんだなって」

「三階かいだからなー。でもいまの時じ期きは、ちょっと日ひ差ざしがきつい」

「たしかに暑あつそうです」

　先せん輩ぱいは話はなしながら前まえの席せきを回まわして、自じ分ぶんの机つくえとくっつけた。

　そして座すわったところで、また緊きん張ちょうしてきちゃった……。

　想そう像ぞうよりも距きょ離りが近ちかい！

　いや、一いっ緒しょに帰かえるときはこれより近ちかいはずなんだけど、並ならんで歩あるくのと正しょう面めんから向むき合あうのとではぜんぜん違ちがう！
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「えっと、範はん囲いはどこまで？」

「あ、えと……。教きょう科か書しょの……」

　先せん輩ぱいはペンケースを出だして、勉べん強きょうモードになる。

　うぅぅ……。なんだか一人ひとりであせったり舞まい上あがったり、はずかしい……。ドキドキしているのは、わたしだけなのかな？

　いけない、いけない。集しゅう中ちゅうしなきゃ。せっかく先せん輩ぱいが教おしえてくれるんだから。

　わたしは気き合あいを入いれなおして、シャーペンを握にぎった。
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　村むら瀬せ先せん輩ぱいの教おしえ方かたは、わかりやすかった。

「そうそう、そこにさっきの公こう式しき当あてはめて……」

「あっ、なるほど！」

　岡おか本もと先せん輩ぱいが教おしえてもらおうと思おもった気き持もちもわかる。いままでつまずいてた問もん題だいが、あっという間まに解とけちゃった。

「いつも弟おとうとに勉べん強きょう教おしえてるのが役やくに立たったなぁ」

　先せん輩ぱい、弟おとうとさんがいるんだ！

「弟おとうとさんって、いくつなんですか？」

「小しょう六。俺おれの三つ下したで、ほのちゃんのひとつ下しただね」

　ということは、来らい年ねんうちに入にゅう学がくしてくるんだ。

　どんな子こなのかなぁ。先せん輩ぱいには似にてるのかな？

「そういえば、ばんそうこうを持もち歩あるくくせがついたのも、あいつの影えい響きょうなんだよ。あいつ、すぐケガするから」

　先せん輩ぱいの顔かおが、『お兄にいちゃん』だ。

　きっと、先せん輩ぱいと弟おとうとさん、仲なかがいいんだろうな。先せん輩ぱいの表ひょう情じょうから、それが伝つたわってくる。

　新あらたな一いち面めんを見みれて、なんだか嬉うれしい。

「だから入にゅう学がく式しきのとき、すぐばんそうこうを出だしてくれたんですね」

「おかげでほのちゃんと仲なか良よくなれたから、ある意い味みあいつのおかげかも」

　くしゃっと笑わらう先せん輩ぱいに、胸むねがキュンとなった。

　先せん輩ぱいのいろんな一いち面めんを知しれることが嬉うれしい。これからもっともっと、いろんなところを知しっていけるんだなぁ。

「あれ？　村むら瀬せ、と……？」

　急きゅうにドアが開あいて、男だん子し生せい徒とが入はいってきた。

　わたしはあせってしまう。怒おこられはしないと思おもうけど、やっぱり一年ねん生せいが三年ねん生せいの教きょう室しつに入はいってるって、なんだかいけないことをしている気きになってくる。

「おー、広ひろ崎さき。どうしたの？」

「プリント忘わすれちゃって。それよりなに？　こんなとこでこっそりデートかよー」

　先せん輩ぱいのクラスメイトだったみたい。バスケ部ぶの先せん輩ぱいだった気きがする。

　ていうかやっぱりそんな風ふうに見みえちゃうよね!?　うわわ、どうしよう！

　その先せん輩ぱい……広ひろ崎さき先せん輩ぱいは、わたしたちの席せきへ近ちかづいてくる。

「うわさの一年ねん生せい？　村むら瀬せに彼かの女じょができたのって本ほん当とうだったんだ」

　広ひろ崎さき先せん輩ぱいは大おお柄がらで、その圧あつにちょっとおののいてしまう。

　っていうか、うわさって……？

「けっこうかわいいじゃん。村むら瀬せ、やるなぁ。ねぇねぇ、村むら瀬せのどこがよかったの？」

　グイグイ聞きいてくる広ひろ崎さき先せん輩ぱいに、わたしはあせった。

「あっ、えっと……」

　なんて答こたえたらいいんだろう？

　あたふたしていると、目めの前まえにずいっと手てが伸のびてきた。

「もう、じゃますんなよー」

　先せん輩ぱいの手てだった。口くちをとがらせて、広ひろ崎さき先せん輩ぱいに言いう。

　わたしがあたふたしているのに気きづいてくれたんだ……。

「なんだー？　村むら瀬せ、ヤキモチ？」

「ちっげーよ！　ほら、もうプリント取とってさっさと帰かえれ」

　先せん輩ぱいはぷいっと顔かおを背そむけて、広ひろ崎さき先せん輩ぱいをしっしと追おい払はらおうとする。その横よこ顔がおが赤あかくなっているのを、わたしはしっかり見みてしまった。

「デートをじゃまして悪わるかったな。ごゆっくり～」

　広ひろ崎さき先せん輩ぱいはプリントを持もって、手てを振ふりながら出でていく。

　さんざんからかわれて、なんだか気きまずい雰ふん囲い気きになっちゃった。

「なんか、ごめんね。広ひろ崎さき、悪わるいやつじゃないんだけど」

　微び妙みょうな空くう気きをどうにかするように、先せん輩ぱいは言いった。

　苦にが笑わらいするその顔かおは、まだちょっと赤あかい。先せん輩ぱいもはずかしかったのかな？

「いえっ！　ちょっとびっくりしただけなんで……」

「そう？　ならいいんだけど」

　それに、ちゃんとカップルに見みえてたみたいで、なんか嬉うれしくなっちゃった。

　先せん輩ぱいの意い外がいな一いち面めんも見みれたし……。

「ふふっ」

　さっきの先せん輩ぱいの表ひょう情じょうを思おもい出だして、つい笑わらってしまう。

「なに？」

「いえ。あんな風ふうに言いう先せん輩ぱい、なんだか新しん鮮せんだなーって」

　ちょっと意い外がいだった。

　先せん輩ぱいはいつも優やさしくて、みんなに頼たよられている人ひとだから。

　年とし上うえだし、余よ裕ゆうたっぷりで、わたしばっかりあせらされてるのかと思おもってた。

　わたしの言こと葉ばに、先せん輩ぱいは頬ほお杖づえをついてほおをふくらませる。

「だってあいつ、ほのちゃんになれなれしいんだもん」

　うわわそんな顔かおは反はん則そくだよ！　胸むねがキュンとなって、なにも言いえなくなってしまう！

　あせるわたしを、先せん輩ぱいはちらっと見みてくる。そして吹ふき出だした。

「ほのちゃん、さっきからくるくる表ひょう情じょうが変かわって、おもしろい」

「おもっ……！　からかってますね!?」

「あはは、そんなことないよー？」

「もう！　先せん輩ぱいってば！」

　わたしが百ひゃく面めん相そうになっちゃうのは、先せん輩ぱいのせいだ。

　こんなに気き持もちがかき乱みだされるのに、わたしも楽たのしいなって思おもってしまう。

　同おなじように先せん輩ぱいも思おもってくれてるなら、いいのかな？

　先せん輩ぱいと目めが合あって、どちらからともなく吹ふき出だしてしまった。
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『下げ校こうの時じ間かんになりました。残のこっている生せい徒とは、帰かえる準じゅん備びをしてください』




『赤あかとんぼ』の音おん楽がくが流ながれてきた。

　時と計けいを見みると、もう下げ校こう時じ刻こくだった。

　あっという間まだったなぁ。先せん輩ぱいと過すごす時じ間かんはしあわせで、時じ間かんがすぐに経たっちゃう。

　数すう学がくの授じゅ業ぎょうだったら、まだ終おわらない、まだ終おわらないっていつも思おもうのに。

「この分ぶんなら、試し験けん大だい丈じょう夫ぶなんじゃないかな？」

「ううう、がんばります……」

　帰かえる準じゅん備びを終おえて、わたしたちは教きょう室しつを出でる。

　ちょっと、帰かえりたくないなって思おもっちゃった。

　最さい初しょは緊きん張ちょうしたけど、勉べん強きょう会かいってことでもずっと一いっ緒しょにいられるのは、やっぱり嬉うれしい。

「明日あしたはどこで勉べん強きょうしよっか？」

　先せん輩ぱいが当あたり前まえのように言いってきて、目めをぱちくりさせてしまった。

「……明日あしたも、してくれるんですか？」

「うん。あっ、ほのちゃんが迷めい惑わくだったらいいんだけど！」

「迷めい惑わくなわけないです！　あの……嬉うれしいです」

　先せん輩ぱいもわたしと一いっ緒しょにいたいって思おもってくれてるのかな？

　そう思おもったら、胸むねがぎゅうってなった。

　わたしの言こと葉ばに、先せん輩ぱいも赤あかくなっていく。

　いつもかっこいい先せん輩ぱいだけど、こういうところはかわいいなって思おもってしまう。

　でも口くちにしたら先せん輩ぱいがすねちゃいそうで、黙だまっておいた。

「えっと……。じゃあ、明日あしたもここでいいかな？」

「はい！」

　明日あしたも一いっ緒しょにいられるんだ……。

　嬉うれしくて、試し験けんなんて楽らく勝しょうで乗のり切きれちゃいそう！
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　そしてやってきた期き末まつ試し験けん。

　三みっ日か間かん続つづけて行おこなわれるから、気き合あい入いれていかなきゃ！

　と思おもうんだけど……。

「ほのちゃん、大だい丈じょう夫ぶ？」

「大だい丈じょう夫ぶ、じゃないけど、やるしかない……」

　心しん配ぱいして声こえをかけてきてくれる千ち帆ほちゃんにも、こわばった顔かおでしか返かえせない。

　しっかり準じゅん備びしてきたつもりだけど、直ちょく前ぜんになったら不ふ安あんしかないよー！

　チャイムが鳴なるまでは、まだ少すこし時じ間かんがある。わたしはギリギリまでノートを見み直なおしていた。

　ふと顔かおを上あげると、教きょう室しつのいたるところでそんな光こう景けいがくり広ひろげられている。

　初はじめての期き末まつ試し験けんで緊きん張ちょうしてるのは、わたしだけじゃないみたい。これで一学がっ期きの成せい績せきが決きまっちゃうんだもんね。

　みんな一いっ緒しょなんだって気きづいたら、ちょっとだけ落おち着つけた。

「はーい、教きょう科か書しょもノートもしまってー。試し験けん始はじめるよー」

「うえー！」

　担たん任にんの山やま中なか先せん生せいが入はいってきて、みんなのいやそうな声こえが教きょう室しつにひびく。

　わかる……！　早はやく終おわってほしいけど、ギリギリまでねばりたいよね。

　問もん題だい用よう紙しが配くばられて、教きょう室しつの中なかの空くう気きがピリッと張はりつめた。

「さぁ、始はじめ！」
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　なんとか三みっ日か間かんの期き末まつ試し験けんが終おわった。

　二ふつ日か目めの数すう学がくは、なんと先せん輩ぱいが教おしえてくれたところが出でて、びっくりしちゃった！

　今日きょうは一いっ緒しょに帰かえれるから、報ほう告こくしたいな。

　明日あしたから部ぶ活かつも再さい開かいするし、楽たのしみ！

　秋あきのコンクール、わたしも出だしてみることにしたんだ。

　試し合あいでの先せん輩ぱいの姿すがたを見みて、ちょっと前まえ向むきになれた気きがする。

　むりだ、できっこないなんて思おもってないで、まずはやってみる。

　一いっ歩ぽ踏ふみ出だしてみたら、世せ界かいが変かわるかもしれない。

　わたしにだって、あの試し合あいの日ひみたいに大おお声ごえで応おう援えんすることができたんだしね。

　先せん輩ぱいに告こく白はくしようって思おもえたのも、わたしにとっては大おおきな変へん化かだ。結けっ果か的てきには先せん輩ぱいから告こく白はくされることになっちゃったけど。

　まずはその第だい一いっ歩ぽとして、秋あきのコンクールに挑ちょう戦せんしてみようって決きめたんだ。

　レナ先せん輩ぱいにメッセージで伝つたえたら、すごく喜よろこんでくれた。「私わたしにできることがあったら協きょう力りょくするからね」って言いってくれて、すごく心こころ強づよい。

「あっ、村むら瀬せ先せん輩ぱい！」

　廊ろう下かの先さきに、先せん輩ぱいの姿すがたを見みつけた。靴くつ箱ばこのところで待まち合あわせしていたけど、先さきに会あえてラッキーだな。

　わたしは先せん輩ぱいのもとへと走はしる。

「ほのちゃん。試し験けんおつかれさま」

「先せん輩ぱいもおつかれさまです。先せん輩ぱいが教おしえてくれたところ、バッチリ出でました！」

「そうなの？　よかった、教おしえた甲斐かいがあったよ」

　先せん輩ぱいの笑え顔がおに、胸むねがほわーっとあったかくなった。

　今日きょうは先せん輩ぱいも徒と歩ほみたいで、並ならんで歩あるく。

　やっぱり車しゃ道どう側がわを歩あるいてくれて、そのさりげない気きづかいに、なんだかときめいてしまう。

　夏なつの日ひ差ざしが、容よう赦しゃなく降ふりそそいでくる。

　ちょっと日ひ焼やけが気きになるな。先せん輩ぱいも暑あついみたいで、二人ふたりで陰かげを選えらんで歩あるいた。

「試し験けんが返かえってきたら、夏なつ休やすみだね」

「うぅ、結けっ果かを見みるのがこわいです……。補ほ習しゅうはいやだ……」

「あはは。でも手てごたえあったんでしょ？　そういうときはたぶん、大だい丈じょう夫ぶだよ」

「そういうものなんですか？」

「うん、体たい験けん談だん。ほら、模も試しとかあるから」

「そっか、三年ねん生せいですもんね」

　わたしたち一年ねん生せいより、そういうのが多おおいんだ。期き末まつ試し験けんでも大たい変へんだったのに、わたしが三年ねん生せいになったら耐たえられるかなぁ……？

　先せん輩ぱいが顔かおをのぞき込こんでくる。

「とりあえず、今日きょうくらいはいったん試し験けんのことは忘わすれていいんじゃないかな？　久ひさしぶりに一いっ緒しょに帰かえれるわけだし」

「それもそうですね！」

　時じ間かん割わりが違ちがうから、試し験けん中ちゅうは先せん輩ぱいと一いっ緒しょに帰かえれなかった。こうして並ならんで歩あるくのは久ひさしぶりな気きがする。

　嬉うれしくて、思おもわずほおがゆるんじゃう！




　帰かえり道みちは、会かい話わが弾はずんだ。

「ほのちゃんって、小しょう学がっ校こうのとき、部ぶ活かつとかやってたの？」

　会あえない間あいだ、話はなしたいことがいっぱいたまってたみたい。

　先せん輩ぱいはぽんぽん話わ題だいを振ふってくれる。

「えっと、美び術じゅつクラブに入はいってました」

「小しょう学がっ校こうからそうだったんだね。俺おれもバスケ部ぶ」

「先せん輩ぱい、バスケうまいですもんね」

「あはは、そんなことないよ」

　おせじじゃないのになぁ。

　先せん輩ぱいはふいっと視し線せんを前まえに向むけた。

「すばるも小しょう学がっ校こうから同おなじバスケ部ぶでさ、前まえからいいライバルなんだよ」

「そういう関かん係けい、なんかいいですね」

「そう？」

　わたしはうなずいた。

「先せん輩ぱいたちを見みてたら、おたがいにいい影えい響きょうを与あたえてるって感かんじがします」

「でも、前まえからすばるは運うん動どう神しん経けいがよくて、負まけないように毎まい日にち必ひっ死しだよ。バスケってけっこう身しん長ちょうがモノをいうじゃん？　中ちゅう学がくに入はいって、あいつぐんぐん伸のびるし……。俺おれだって、毎まい日にち牛ぎゅう乳にゅう飲のんでるんだけどなぁ」

　先せん輩ぱいは、目めの前まえに岡おか本もと先せん輩ぱいがいるかのように手てをかざす。

　その様よう子すがなんだかかわいくて、わたしはついふふっと笑わらっちゃった。

　先せん輩ぱいは口くちをとがらせる。

「笑わらうなよー」

「すみません。でも先せん輩ぱい、なんだかかわいくって」

　言いってから、しまったと思おもった。先せん輩ぱいに『かわいい』だなんて、失しつ礼れいだったかな？

　ちらっと先せん輩ぱいを見み上あげると、案あんの定じょう、むーっとしている。

「あのあのっ！　たしかにいまのはかわいかったんですけど、でも先せん輩ぱいはかわいいだけじゃなくてかっこいいところもあって、だから……！」

　あぁぁうまく考かんがえがまとまらない！

　あせってめちゃめちゃな発はつ言げんになるわたしに、先せん輩ぱいはぷっと吹ふき出だした。

「ほのちゃんも、かわいいよ？」

　のぞき込こんでくるようにそう言いう先せん輩ぱいは、満まん面めんの笑えみで。

　その表ひょう情じょうにわたしはかぁっと赤あかくなって、なにも言いえなくなってしまう。

「あ、う……先せん輩ぱい……」

「あぁぁごめん！　いまのナシ！」

「え？」

　先せん輩ぱいの方ほうを見みると、片かた手てで口くち元もとを押おさえて、顔かおを背そむけていた。

　そのほおは真まっ赤かになってて、わたしは逆ぎゃくにちょっと落おち着ついちゃった。

「いやっ、ほのちゃんがかわいいのは事じ実じつなんだけど、かっこいいとか、不ふ意い打うちだし……。なんていうか、困こまらせたいわけじゃなくて」

　しどろもどろになる先せん輩ぱいに、わたしは目めをぱちくりさせてしまう。

　とにかく誤ご解かいはとかなきゃ。

「困こまったんじゃなくて、あの……。はずかしかったんです。先せん輩ぱい、なんだか余よ裕ゆうたっぷりだし、かと思おもったらそんな風ふうになっちゃうし……。でも、かわいいって言いってもらえるのは、嬉うれしい、ですよ……？」

　視し線せんをさまよわせながら、わたしは言いった。

　先せん輩ぱいの『かわいい』こそ不ふ意い打うちだ。わたしばっかり嬉うれしくなってていいのかな？

「なにかやってほしいことって、ないですか？」

「えっ？　急きゅうにどうしたの？」

　あぁ、脈みゃく絡らくなさすぎたかもしれない！

「えっと、わたし、いつも先せん輩ぱいにしあわせな気き分ぶんにさせてもらってるから、なにかお返かえしがしたいなって」

　先せん輩ぱいはうーんと考かんがえ込こんでいる。ドキドキしながら先せん輩ぱいの言こと葉ばを待まった。

　わたしにも、先せん輩ぱいをしあわせな気き持もちにさせてあげられるかな。先せん輩ぱい、すごく考かんがえ込こんでるけど、できるかぎりがんばろう！

「じゃあ……。俺おれのことを、名な前まえで呼よぶってのは？」

「え？」

　名な前まえって……先せん輩ぱいを？

　想そう像ぞうした瞬しゅん間かん、ぼんっと顔かおが熱あつくなる。

「え!?　でも……」

「俺おれはほのちゃんって呼よんでるわけだし。だめ？」

「あう、えっと……」

　たしかに、名みょう字じ呼よびで距きょ離り感かんがあったかもしれない。

　で、でも……。

　ちらりと視し線せんを上あげると、期き待たいのこもった目めで見みられていた。

　こんなごほうびを待まってる犬いぬのような目めで見みられたら、むりだなんて言いえないよー！

　わたしはぎゅっと目めをつぶって、両りょう手てを握にぎる。

「つ、つかさ先せん輩ぱい……」

　わー！　めちゃくちゃ緊きん張ちょうする！

　となりをうかがうと、先せん輩ぱいは口くち元もとを押おさえて顔かおを背そむけていた。

「あの……先せん輩ぱい？」

「あっ、うん！　ありがとう！　……なんか、いいね。カップルっぽい」

　照てれくさそうに笑わらう先せん輩ぱいに、わたしまではずかしくなってくる。

　心こころの中なかで、先せん輩ぱいの名な前まえを何なん度ども呼よんでみる。

　名な前まえひとつでこんなに胸むねがくすぐったくなるなんて、知しらなかった。

　先せん輩ぱいが、わたしのことを『ほのちゃん』って呼よんでくれることも好すき。なんだか自じ分ぶんの名な前まえが特とく別べつなものみたいに聞きこえてくるんだ。

　初はじめての恋こい。初はじめての彼かれ氏し。

　なにもかもが楽たのしくて、わたしは先せん輩ぱいと帰かえる間あいだ中じゅうずっと、ほおがゆるんだままだった。
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　試し験けんが返かえってきて、教きょう室しつの中なかはざわついていた。

　結けっ果かがよかった人ひとはニコニコ笑え顔がおだし、悪わるかった人ひとは「補ほ習しゅうだー！」ってぼやいている。

　わたしはというと、思おもったよりもできていた！

　本ほん当とうに、先せん輩ぱいのおかげだなぁ。ちゃんとお礼れいを言いわなきゃだ。

　部ぶ活かつの前まえに、先せん輩ぱいに報ほう告こくしておきたいな。

　わたしは先せん輩ぱいのクラスへと向むかった。




　なんて、ちょっと早はやまったかもしれない。

　当あたり前まえだけど、先せん輩ぱいのクラスって三年ねん生せいの教きょう室しつが並ならんでるところだ。廊ろう下かですれ違ちがうのは、三年ねん生せいばっかりで。

　ちょっと、いや、かなり緊きん張ちょうしてしまう……！

　やっとの思おもいで先せん輩ぱいの教きょう室しつまでたどり着ついたけど、まだホームルームが終おわってなかったみたい。

「じゃああんまり気きを抜ぬくなよー？　受じゅ験けん生せいは夏なつが勝しょう負ぶなんだからな！」

　そう思おもってたらちょうど終おわったみたいで、先せん生せいが出でてきた。

　受じゅ験けん生せい……。そっか、先せん輩ぱいたちはそういうことを考かんがえないといけない時じ期きなんだ。

　あれ？　ってことは、夏なつ休やすみ、あんまり遊あそべない……？

　生せい徒とたちが出でてきて、その考かんがえはいったん頭あたまのすみに追おいやった。

　先せん輩ぱいは……。

　わたしは前まえのドアから、そっと教きょう室しつをのぞいてみた。

「ほのちゃん！」

　教きょう卓たくのところにいた先せん輩ぱいが、わたしに気きづいて駆かけ寄よって来くる。

「どうしたの？　今日きょうは部ぶ活かつじゃなかったっけ？」

「期き末まつの結けっ果かを、先せん輩ぱいに報ほう告こくしたくて……」

　わたしたちはじゃまにならないように、廊ろう下かの端はしの方ほうへと移い動どうした。

「俺おれたちも今日きょう返かえってきたから、ほのちゃんはどうだったか気きになってたんだよ。どうだった？」

「聞きいてください、先せん輩ぱい！　数すう学がくの結けっ果か、よかったんです！」

　正しょう直じき、自じ分ぶんでもここまでできると思おもわなかった。先せん輩ぱいの言いったとおり、手てごたえあっただけはある。

「そっか！　よかったね」

「はい！　先せん輩ぱいのおかげです。本ほん当とうにありがとうございました」

「ほのちゃんががんばったからだよー」

　わたしがぺこりとおじぎをして顔かおを上あげると、頭あたまに手てのひらの感かん触しょくが。

　先せん輩ぱいに、頭あたまをぽんぽんされてる……？

「えらいえらい」

「せ、先せん輩ぱい……!?」

　わー！　はずかしいよ！

　最さい近きんの先せん輩ぱいは、なんだか年とし上うえの余よ裕ゆうをすごく感かんじる。

　ほんろうされてるようで、本ほん当とうに落おち着つかない……。

「もうすぐ夏なつ休やすみだねぇ」

　先せん輩ぱいが切きり出だした話わ題だいに、そわそわしちゃった。

　デート、とかできるのかな？

　試し合あいがあるって言いってたから応おう援えんには行いくつもりだけど、せっかくの夏なつ休やすみなんだし、海うみとか遊ゆう園えん地ちとか行いってみたいな。

　千ち帆ほちゃんに貸かしてもらった本ほんにそんなシーンがあって、ちょっとあこがれてたんだ。

　先せん輩ぱいとデート……。緊きん張ちょうするけど、きっと楽たのしいんだろうなぁ。

「夏なつ休やすみもねぇ、できるだけほのちゃんと会あいたいんだけど」

「え？」

　想そう像ぞうをふくらませてたけど、先せん輩ぱいのその言いい方かたに引ひっかかった。

　さっき先せん生せいが言いってたことが、頭あたまをよぎる。

　先せん輩ぱいはむーっとした顔かおで続つづけた。

「塾じゅくの夏か期き講こう習しゅうがあるんだよね。受じゅ験けん生せいだから」

『受じゅ験けん生せい』の文も字じが、頭あたまの中なかをぐるぐる回まわる。

　思おもえば考かんがえないようにしていたのかもしれない。

　先せん輩ぱいは三年ねん生せい。わたしの二つ上うえ。

　その差さはけっして埋うまることはない。

　春はるになれば、先せん輩ぱいは卒そつ業ぎょうしていってしまう。残のこされた時じ間かんはあと八ヶか月げつ。

　わたしたちはこの中ちゅう学がっ校こうで、一年ねん間かんだけしか一いっ緒しょに過すごすことができないんだ。

　考かんがえ込こんでるわたしに、先せん輩ぱいは明あかるい声こえで続つづける。

「でもせっかくの夏なつ休やすみなんだし、できるだけ会あいたいな。夏か期き講こう習しゅうの予よ定てい表ひょうが出でたら、教おしえるから」

「はい……」

　わたしはちゃんと笑わらえてたかな？

　せっかく先せん輩ぱいといるのに、暗くらい顔かおなんて見みせちゃだめだ。

　そう思おもうのに、そのあとどんな話はなしをしたか、わたしは覚おぼえていられなかった。


[image: ]










あとがき






　はじめまして、安芸あき咲さく良らです。

　この「一いち年ねん間かんだけ。」を手てに取とってくれて、ありがとうございます！

　引ひっ込こみ思じ案あんなほのちゃんと、元げん気きいっぱいで人にん気き者ものなつかさ先せん輩ぱい。二人ふたりの恋こいがどんな風ふうに進すすんでいくか、楽たのしんでもらえたら嬉うれしいです。

　ところで最さい初しょの方ほうでほのちゃんとつかさ先せん輩ぱいが自じ転てん車しゃの二人ふたり乗のりをしていますが、みなさんはまねしないでくださいね。これは物もの語がたりの中なかのできごとです！

　物もの語がたりを書かいているときは音おん楽がくを聞きいていることが多おおいんですが、今こん回かいはよく恋れん愛あいソングを聞きいていました。

　思おもえば今いままでも、恋こい心ごころを恋れん愛あいソングに重かさねて「わかるー！」ってなっていることが多おおかったような……。

　なので！　オススメの恋れん愛あいソングがあったら教おしえてもらいたいです！

　次つぎの物もの語がたりを書かくときに、プレイリストに入いれたいと思おもいます。

　花か芽が宮みやるる先せん生せい、素す敵てきなイラストを描かいていただいてありがとうございました。女じょ子しは可愛かわいいし、先せん輩ぱいはかっこいいし、最さい高こうです！

　担たん当とう編へん集しゅうさま、いつも的てき確かくなアドバイスをありがとうございます。おかげさまで刊かん行こうまで辿たどり着つくことができました。

　そして、この本ほんを読どく者しゃの方かたに届とどけるまでに関かかわってくださった全すべての方かたに、お礼れいを申もうし上あげたいです。

　もちろん、最さい後ごまで読よんでくれたあなたにも、感かん謝しゃを込こめて。

　また次つぎの物もの語がたりでお会あいできますように。


安芸あき咲さく良ら






＊安芸あき咲さく良ら先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！

　〒１０２‐８０７８　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み１─８─19


株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　安芸あき咲さく良ら先せん生せい係がかり
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